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散策中、目にとまったマム

シグサ。若葉のように澄ん

だ緑色をしていました。垂

れ下がる葉をめくってみる

と、クモが隠れていました

(2018 年 5 月 20 日 )



① 都留文科大学 p8-11

Field・Map
今号での取材先

N

５km４km３km２km１km０

❽

③ 猫や歌丸 p16-18

④ a
あんしん

nsin p19-21

② 本学うら山 p12-13

⑤ 家
かちゅう

中川沿い p24-25

⑧ 道の駅つる p40-41

⑥ 十日市場 p28-30

⑦ 原
はらしちこうどう

七弘堂文具店 p35-37

総人口 30,448 人

面積 161.6㎢

(2018 年 4 月現在 )

都
つ る し

留市データ
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④谷村町駅前から出て、正面に見えるオ

レンジ色の建物が「ansin」

②都留市文化ホール駐車場わきにある、

本学うら山への入り口の一つ

③「猫や歌丸」の店先。富士みち沿いに

店を構えている

⑦谷村町駅を出てすぐ右手にあるのが

「原七弘堂文具店」
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じ
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、
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今
い
る
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か
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新
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場
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と
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。
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け
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踏
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。
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れ
ば
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い
世
界
が
は
じ
ま
る
。
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本部棟

4号館

コミュニケーション
ホール

2号館

1号館

附属図書館

3号館

グラウンド

5号館

生協

自然科学棟

美術研究棟

N

ほとんど毎日目にする、本学に根付く木たち。自らを語らない生きものの変化に目をやる

と何が見えてくるのだろう。自然観察の初心者である私にとって、山に入らずとも、もっ

とも身近で触れあえるこの木たちと四つの季節を過ごしてみたい。

新年度のはじまり、春。私たち人間は新しい環境に身を置くけれど、木は変わらず同じ場

所に立ち続ける。
平岡摩梨菜 ( 社会学科 3 年 ) ＝文・写真

木に学ぶ　 夏秋冬春連載　第 3 回

自然科学棟の屋上から撮影した本学 (2018 年 4 月 16 日）

本学キャンパス内 MAP

1

２
３

４

秋：2017 年 11 月 7 日／　：2018 年 1
月 26 日

冬
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秋：2017 年 11 月 7 日／　：2018 年 2 月 2 日／春：2018 年
4 月 29 日

冬

　大量の雪が溶けたあと、ほかと比べて色が薄

く、冬芽の姿が無くなった枝が見られた。もう

枝から葉が伸びることもなければ、枝自体が成

長することもないそうだ。対して順調に冬を越

した枝は、見るみるうちに葉を付けていく。芽

を出してから大きくなるまで、葉はどんどん色

が濃くなった。5 月目前のメタセコイアの色と、

ベタ塗りしたような青空。私は陽
かげろう

炎が揺れる猛

暑日を思い出した。

　「もっと控えめだったでしょう」と言いたくな

るくらい、芽吹いてからの変化が著しかった。近

くを通りかかるたびに、二度見し、いつの間に！ 

と毎回驚いてしまうほど、日に日にケヤキはモッ

サリしていった。去年の紅葉の全盛期よりも葉の

量は多い。年を重ねるごとに増えるのだろうか。

冬には頼りなく伸びていた新しい枝もどんどん太

く、しっかりとしてきた。成長を感じ、親のよう

な気分に浸ったケヤキとの春だった。

メタセコイア２ ケヤキ1

秋：2017 年 11 月 17 日／　：2018 年 2 月 2 日／春：2018
年 4 月 29 日

冬
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　葉をしっかり付けると、トチノキは少し人間と

の距離が近くなる。それは葉の重みで、私の手が

届きそうな位置まで枝が下がったからだ。今まで

は「お高くとまっちゃって」と思いながら首を動

かして観察していたので、目線を少し上に向ける

だけで見ることができるのはうれしかった。根元

の地面からはトチノキの新芽がたくさん生えてい

る。いつか高く伸びたトチノキを越えるような日

がくるのだろうか。

　今まで春のイチョウを見ずに過ごしてきた私は

損をしていた。イチョウといえば秋の紅葉のイメー

ジだったため、ほかの季節では目がいくことはな

かった。しかし春のイチョウも負けていない。一

つの冬芽から 5 ～ 7 枚の葉が競うようにからだを

伸ばす姿が、かわいらしくてほっこりする。少し

成長した葉は、太陽に透かしたときの若草色が春

の朗らかさを体現しているようだ。季節を問わず

映える木なのだということに気付かされた。

イチョウ３トチノキ４

秋：2017 年 10 月 30 日／　：2018 年 2 月 2 日／春：2018
年 4 月 29 日

冬秋：2017 年 10 月 26 日／　：2018 年 2 月 2 日／春：2018
年 4 月 29 日

冬
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ケヤキ1 ４ トチノキイチョウ３メタセコイア２

よく見ると芽
が り ん

鱗 ( ※ ) に

ひびが入り、芽の中心

あたりが緑色に変わっ

てきている

芽吹くまで

4
月
3
日

4
月
9
日

4
月
14
日

そ
の
後

私が観察した限りでは、

冬芽一つに対し葉が 1

枚伸びていた

バラの花のように、葉

が組み合わさって芽吹

いていた

上から見たときにてっ

ぺんの芽鱗が少しずつ

はがれ、緑色の新芽が

見えてきている

新しく伸びた枝は赤色

で、葉の大きさは 2 セ

ンチほどだった

シワシワだった葉がピ

ンとしてきた。役目を

終えた芽鱗は今にも落

ちそう

観察しているケヤキで

は 見 ら れ な か っ た が、

同じく学内に生える別

のケヤキで見られた花。

葉の緑になじんでいて

目立たない (4 月 16 日 )

冬を越えて新しく伸び

た枝の先端に咲いた花。

散りはじめると、次は

実がなっていた (5 月 16

日 )

中心の軸のような部分

をよく見ると、組み合

わさって芽吹いた名残

が見られる

5 月中旬には実がいくつ

か見られるようになっ

た。左のものは実の先

から葉が伸びている。(5

月 27 日 )

芽に触ってみるととて

もやわらかい。大きさ

は 2.5 センチほどだ

生後間もない人間の赤

ちゃんのような、シワシ

ワの新芽が伸びはじめた

一つの冬芽から、5 ～ 7

枚の小さなイチョウの

葉が伸びた

芽鱗がすべてはがれ落

ち、新芽が丸まった状

態でむき出しになって

いる

花がじっさいに咲いて

いる場面を見逃してし

まったが、気が付くと

地面にたくさんの花が

落ちていた (4 月 29 日 )

冬と比べると、芽が 1.5

～ 2 倍ほど大きくなっ

ていた

※冬芽を包み、花・葉などの幼芽を保護する鱗
りんぺんじょう

片状の葉 (『広辞苑第 6 版』 岩波書店 2008 年 )
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上
の
写
真
は
昭
和
40
年
ご
ろ
に
撮
ら
れ
た
も
の
。
た

く
さ
ん
の
木
に
覆
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
か
、
今
よ
り

も
山
は
低
く
見
え
る
。
日
当
た
り
も
見
晴
ら
し
も
よ

さ
そ
う
だ
。
斜
面
に
は
段
々
畑
が
広
が
っ
て
い
る
。

段
々
畑
で
は
ク
ワ
が
育
て
ら
れ
て
い
た
そ
う
。
今
同

じ
山
を
見
上
げ
て
も
、
そ
の
面
影
は
無
い
よ
う
に
思

え
た
。
け
れ
ど
山
の
な
か
を
歩
く
と
、60
年
以
上
経
っ

た
今
で
も
ク
ワ
畑
の
痕
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 上の写真と同じ方向を撮影 (2018 年 5 月 4 日 )

ページ上部の写真：都留文科大学地域交流研究センターフィールドミュージアム部門『奥隆行写真コレクション』2012 年

畑
の
名
残
を
見
つ
け
る

　
都
留
市
文
化
ホ
ー
ル(

通
称
：う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル)

の
駐
車
場
わ
き
か
ら
山
へ
と
入
っ
て
い
く
。
山
道
に

入
っ
て
５
分
も
し
な
い
う
ち
に
、
地
面
に
で
き
た
段

差
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
こ
の
段
差
は
段
々

畑
の
跡
だ
。
高
さ
は
場
所
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
、

１
３
０
セ
ン
チ
く
ら
い
の
も
の
か
ら
２
メ
ー
ト
ル
は

ゆ
う
に
超
え
る
も
の
も
あ
っ
た
。

　
段
の
斜
面
を
上
る
と
平
坦
な
地
面
が
広
が
る
。
ま

だ
そ
れ
ほ
ど
背
の
高
く
な
い
木
が
ぽ
つ
ぽ
つ
と
生
え

て
い
て
、
黄
緑
色
の
新
緑
が
低
い
屋
根
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
葉
と
葉
の
あ
い
だ
か
ら
漏
れ
た
日
の

光
が
、
足
も
と
ま
で
届
く
。

　

沢
の
跡
を
ま
た
い
で
、
馬う

ま
み
ち道(

※)

を
見
下
ろ
し

な
が
ら
山
道
を
歩
く
。
歩
き
出
し
て
か
ら
50
分
く
ら

い
が
経
っ
た
こ
ろ
。
畑
の
斜
面
に
、
葉
の
長
い
植
物

が
生
え
て
い
た(

左
ペ
ー
ジ
写
真
④)

。
今
ま
で
の

道
中
で
は
見
た
こ
と
の
な
い
も
の
だ
。
そ
れ
は
ヒ
ガ

ン
バ
ナ
だ
っ
た
。
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
は
田
畑
の
近
く
に
よ

く
植
え
ら
れ
る
。
高
校
生
の
と
き
、
畑
の
近
く
に
ヒ

ガ
ン
バ
ナ
が
植
え
ら
れ
て
い
た
の
を
見
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
こ
の
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
は
、
畑
が
ま
だ
あ
っ
た

こ
ろ
に
植
え
ら
れ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

杉
浦
茜(
国
文
学
科
３
年)

＝
文
・
写
真60 年ほど前の光景

ク
ワ
畑
の

跡
を
た
ど
る
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山
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
ち
ら
ほ
ら
と
ク
ワ
の
木

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ク
ワ
が
畑
で
育
て
ら
れ
て

い
た
と
き
は
、
収
穫
し
や
す
い
よ
う
低
い
高
さ
を
保

た
れ
て
い
た
。
人
の
手
が
加
わ
ら
な
く
な
っ
た
今
で

は
ク
ワ
の
木
は
生
長
を
続
け
、
葉
は
頭
上
を
覆
う
ほ

ど
に
な
っ
て
い
る
。
今
ク
ワ
の
葉
を
収
穫
し
よ
う
と

し
た
ら
、
首
が
疲
れ
て
し
ま
い
そ
う
だ
。

　

こ
ん
な
に
も
身
近
な
山
な
の
に
、
昔
は
ク
ワ
畑

だ
っ
た
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
遠
く
か
ら
眺

め
て
い
る
だ
け
で
は
ク
ワ
畑
の
痕
跡
は
分
か
ら
な

い
。
そ
れ
は
ク
ワ
畑
が
朽
ち
た
あ
と
に
植
物
た
ち

が
毎
日
す
く
す
く
と
生
長
を
続
け
た
か
ら
だ
ろ
う
。

じ
っ
さ
い
に
山
を
歩
い
て
み
れ
ば
ク
ワ
畑
の
跡
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
れ
を
覆
っ
て
し
ま
う
ほ
ど

の
植
物
の
生
長
に
も
驚
か
さ
れ
る
。

　
何
か
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
き
、
そ
れ
は
何
か
が

は
じ
ま
る
と
き
で
も
あ
る
。
ク
ワ
畑
が
そ
の
役
目
を

終
え
た
と
き
、
自
然
の
力
で
植
物
た
ち
の
生
長
が
再

び
は
じ
ま
っ
た
。

畑のようす。レジャーシートを敷いてお弁当を広げたくなる空間だ (2018
年 4 月 13 日 )
クワの葉には分裂しているものもあり、そのほとんどが若い木なのだそ
う。山のなかで見つけたものはすべて不分裂だったので、十分に成長し
た木なのだろう
写真右側に写る人物の身長は 162 センチ。人が並ぶと段の高さがよく分
かる
道中で見つけたヒガンバナ。花の季節は過ぎ、葉をたくさん蓄えていた
アブラチャンをたくさん見かけた。黄緑色の新緑に日光が反射してまぶ
しい ( 記載のないものはすべて 2018 年 4 月 20 日に撮影 )

①

②

⑤

③ ④

【
参
考
文
献
】

『
講
談
社
園
芸
大
百
科
事
典 

第
７
巻
』
講
談
社 

１
９
８
０
年

『
樹
木
の
葉 

実
物
ス
キ
ャ
ン
で
見
分
け
る
１
１
０
０
種

類
』
山
と
渓
谷
社 

２
０
１
４
年

▼
分

裂
したクワの葉

※本学のうら山にあたる尾崎山では、戦前まで馬による木材の運搬がおこなわれていた。この馬が通る道
は「馬道」と呼ばれ、今でもその跡が残っている

①

⑤
④

③

②
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フィールド暦
厳しい寒さの季節も終わり、日中になると夏を思わせるような気温になる日もあ

ります。1日の気温の変化が激しい春。生きものはどのように過ごしているのでしょ

うか。今回は 4 月から 5 月にかけて、都留市内で出会った生きものを紹介します。

本学フィールド・ミュージアム＝文・写真

キブシ (2018 年 4 月 15 日 ) ＠戸沢

天神峠 (『フィールド・ノート』93 号参照 )

の峠道で見つけました。花の大きさは直径 1

センチほどで、十数輪ほど連なって咲くのが

特徴です。

イカリソウ (2018 年 4 月 15 日 ) ＠戸沢

日かげで下を向くようにして、咲いていまし

た。花の直径は 2、3 センチほどです。花の

かたちに特徴があり、花の茎など地上に出て

いる部分は生薬としても用いられるそうです。

※　『2018 山梨県レッドデータブック』( 山梨県森林環境部みどり自然課 2018 年 ) を参照。
絶滅危惧種Ⅰ B 類に指定されているため、撮影場所についての記載は控えます。

イチリンソウ (2018 年 4 月 27 日 ) ＠田原 3 丁目

本学キャンパスの西側にある林縁に咲いてい

ました。都留市では 4 月下旬から直径 4 セン

チほどの花を咲かせます。草丈は約 20 センチ

あって、葉には深い切れ込みが入っています。

ヤマツツジ (2018 年 4 月 21 日 ) ＠大幡峠

県道 712 号線の通る、大幡峠の頂上付近で撮

影しました。鮮やかな朱色の花で、一輪の大

きさは 5 センチほどあります。50 輪以上咲

いているようでした。
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スミレ (2018 年 4 月 21 日 ) ＠大幡 エゾアオイスミレ (2018 年 4 月 21 日 ) ＠大幡

アオイスミレの仲間ですが、咲いていた時期

から考えると、エゾアオイスミレだと考えら

れます。都留市内でも標高の高い「宝の山ふ

れあいの里」で見つけました。

メジロの巣 (2018 年 5 月 16 日 ) ＠田原 3 丁目

街路樹として植えられたアメリカハナミズキ

に、メジロがつくった巣を見つけました。ビ

ニールのひもなどの人工物やコケを巣の材料

に使っています。

スズムシソウ (2018 年 4 月 27 日 )

ラン科の植物で、草丈は約 25 センチです。淡

い紫色の花を数輪つけます。貴重な植物で、

近い将来絶滅のおそれがある絶滅危惧種Ⅰ B

類に指定されています ( ※ )。

【参考文献】　山田隆彦『スミレハンドブック』文一総合出版 2010 年
おくやまひさし『里山図鑑』ポプラ社 2001 年

一つの株から、小さく淡い紫色の花が 10 輪ほ

ど咲いていました。花の大きさは直径約 2 セン

チです。この株の周囲にも同じスミレが咲い

ていました。

タチツボスミレ (2018 年 4 月 15 日 ) ＠戸沢

大幡地区にある、富士急山梨バスの「宝
たから

鉱山」

バス停付近の路傍から、花を咲かせていまし

た。アスファルトのすき間から生長している

る姿に力強さを感じます。

春はスミレの咲く季節です。

都留市内で見ることのできる

スミレを紹介します。

スミレいろいろ

春はスミレの咲く季節です。

都留市内で見ることのできる

スミレを紹介します。

コラム
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店 名 は 15 年

飼っていた猫

の名前から

猫
や
歌
丸

「
猫
や
歌
丸
」
は
２
０
１
８
年
4
月
1
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
お
店

に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
扉
を
開
け
た
私
は
、
店
主
で
あ

る
石い

し
か
わ川
弘ひ

ろ

こ子
さ
ん(

58)

に
出
会
っ
た
。

自
分
の
欲
し
い
も
の
が
仕
事
に

「
猫
や
歌
丸
」
で
は
手
作
り
の
和
雑
貨

や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

石
川
さ
ん
は
お
も
に
樹
脂
を
固
め
て
作
る

デ
ィ
ッ
プ
ア
ー
ト
と
、
着
物
の
は
ぎ
れ
を

使
っ
た
吊
る
し
雛び

な
の
制
作
販
売
を
し
て
い

る
。
お
店
で
は
そ
の
ほ
か
に
も
、
一い

っ
か
ん
ば
り

貫
張

り(

※)

を
作
る
古ふ

る
や
さ
と
み

谷
里
美
さ
ん
、
店
主

の
義
理
の
妹
さ
ん
に
よ
る
フ
ェ
ル
ト
作
品

が
並
ぶ
。

　
石
川
さ
ん
は
着
物
が
好
き
だ
。
お
店
を

は
じ
め
る
前
か
ら
着
物
に
合
う
ア
ク
セ
サ

リ
ー
や
、
着
物
を
リ
メ
イ
ク
し
た
服
を

作
っ
て
き
た
。
デ
ィ
ッ
プ
ア
ー
ト
を
は
じ

め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
も
、
当
時
欲

し
か
っ
た
桜
の
か
ん
ざ
し
が
デ
ィ
ッ
プ

ア
ー
ト
で
で
き
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。
有

名
な
か
た
の
作
る
も
の
で
と
て
も
高
価

だ
っ
た
そ
う
。
な
ら
ば
自
分
で
、
と
見
よ

う
見
ま
ね
で
作
っ
た
。
そ
の
後
も
作
り
続

け
、
友
人
に
あ
げ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

う
。
石
川
さ
ん
は
自
分
の
た
め
に
作
っ
て

い
た
も
の
が
、
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ

と
を
知
り
、
2
年
前
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
販
売
を
は
じ
め
た
。
そ
れ
か
ら
約
40
～

50
の
デ
ィ
ッ
プ
ア
ー
ト
作
品
を
作
っ
て
き

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
続
け
て
い

て
、「
こ
れ
は
仕
事
に
な
る
」
と
い
う
思

い
が
湧
い
て
き
た
そ
う
。

目
を
引
く
扉

現
在
お
店
を
構
え
て
い
る
場
所
は
4

年
前
ま
で
「
武む

か
わ川
米
専
門
店
」
と
い
う
米

屋
で
、
お
も
に
山
梨
県
産
の
お
米
を
取
り

扱
っ
て
い
た
。
石
川
さ
ん
は
家
業
と
し
て
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店主の石川弘子さん

※日本の伝統芸能の一つ。竹や木のかご、ざるに和紙を重ね、さらに柿渋 ( 渋柿の青い果実から搾った液 )

を塗って作られる。入れ物として使われる

上/店主が最初に作っ

たディップアートと

なる桜のかんざし。

ケースのなかに大切

にしまってある

下 / ディップアート

のパーツ作り

入り口横のスペース。赤く塗られた壁とタイルが目を引く

お
店
に
立
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
旦
那
さ

ん
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
お
店
を
閉
め
た

と
い
う
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
お
店

の
玄
関
部
分
は
常
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
下
り

て
い
る
状
態
だ
っ
た
。
当
時
、
石
川
さ
ん

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
で
得
た
自
信
か

ら
、
お
店
を
も
ち
た
い
と
思
い
は
じ
め
て

い
た
。
そ
ん
な
と
き
、
閉
店
し
て
か
ら
目

を
背
け
て
い
た
お
店
の
存
在
に
気
づ
く
。

シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
ま
っ
て
い
る
と
玄
関
部

分
が
暗
く
「
防
犯
の
た
め
に
も
、
明
か
り

を
つ
け
た
い
」と
い
う
気
持
ち
も
あ
っ
た
。

石
川
さ
ん
は
２
０
１
７
年
3
月
に
再

び
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開
け
た
。
光
を
浴
び
ず

に
い
た
壁
は
傷
ん
で
い
た
。
重
い
工
具
を

担
い
で
傷
ん
だ
壁
を
は
ぎ
、
セ
メ
ン
ト
を

塗
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
タ
イ
ル
を
張
っ
て

み
よ
う
と
い
う
気
に
な
る
。
作
業
を
進
め

る
ほ
ど
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
次
々
と
湧

い
て
き
た
と
い
う
。
お
店
の
入
り
口
部
分

と
な
る
玄
関
扉
は
、
格
子
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
サ
ッ
シ
に
ペ
イ
ン
ト
を
し
た
。
店
内
の

明
か
り
が
ほ
の
か
に
透
け
て
目
を
引
く
。

店
内
は
９
畳
ほ
ど
の
広
さ
が
あ
る
。
小
さ
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米屋をやっていたときから時を告げる振り子時計

ディスプレイのよ

うす。猫の置物が

いたるところに置

かれている

猫や歌丸

〒 402-0053

山梨県都留市上谷 4-1-6

TEL 090-3535-4710

写真はすべて 2018 年 4 月 16 日に撮影しました

な
オ
レ
ン
ジ
色
の
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
た

店
内
に
一
歩
入
る
と
、
昔
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
心
地
に
な
る
。
大
き

な
唐
傘
。
１
時
間
ご
と
に
時
を
告
げ
る
振

り
子
時
計
。
天
井
か
ら
吊
る
さ
れ
た
吊
る

し
雛
。
そ
れ
ぞ
れ
が
昭
和
レ
ト
ロ
な
空
間

を
演
出
し
て
い
る
。
床
に
張
ら
れ
た
市
松

模
様
の
タ
イ
ル
や
、
電
球
を
覆
う
た
め
に

囲
ん
だ
和
紙
、
備
え
つ
け
の
棚
ま
で
す
べ

て
石
川
さ
ん
の
手
で
作
ら
れ
た
も
の
だ
。

設
計
図
は
あ
っ
た
の
で
す
か
と
尋
ね
る

と
、「
自
分
の
な
か
に
あ
る
構
想(

レ
ト

ロ
な
感
じ
に
し
た
い)

だ
け
を
た
よ
り
に

手
を
動
か
し
た
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。

も
の
作
り
が
す
き

　
お
店
を
開
店
し
て
か
ら
、
大
変
だ
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
う
か
が
う
と
、「
お
店
を

作
る
期
間
ず
っ
と
楽
し
か
っ
た
。
作
り
た

い
店
を
作
っ
ち
ゃ
っ
た
」と
お
っ
し
ゃ
る
。

作
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
急
ぎ
や
焦
り
で
は

な
く
て
、
作
り
た
い
も
の
を
作
り
続
け
て

い
た
ら
で
き
て
い
た
と
い
う
感
じ
が
い

い
。
重
い
工
具
を
担
い
で
壁
を
は
が
す
こ

と
も
、
細
か
な
針
金
に
樹
脂
を
塗
っ
て
色

を
付
け
る
繊
細
な
作
業
も
、
石
川
さ
ん
に

と
っ
て
は
大
し
て
変
わ
ら
な
い
。
イ
メ
ー

ジ
通
り
に
で
き
上
が
れ
ば
う
れ
し
い
し
、

で
き
な
け
れ
ば
悔
し
い
。
形
に
な
っ
た
と

き
の
達
成
感
や
自
信
が
、
次
の
も
の
作
り

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
石
川
さ
ん
の
一

つ
ひ
と
つ
の
ア
イ
デ
ア
が
、「
猫
や
歌
丸
」

を
形
作
る
。
お
店
作
り
が
一
段
落
し
て
満

足
感
に
浸
っ
て
い
る
石
川
さ
ん
。
し
ば
ら

く
は
マ
イ
ペ
ー
ス
に
お
店
を
営
ん
で
い
き

た
い
と
語
る
。

　
お
店
を
作
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
興
味

を
も
っ
て
人
が
訪
ね
て
く
る
よ
う
に
な
っ

た
。
会
話
を
し
た
り
お
茶
を
飲
ん
だ
り
し

て
い
る
と
き
、「
お
店
を
作
っ
て
よ
か
っ

た
」
と
感
じ
る
そ
う
。
現
在
も
改
造
し
た

い
箇
所
や
お
店
の
使
い
道
に
対
し
て
、
構

想
が
ふ
つ
ふ
つ
と
湧
い
て
い
る
そ
う
だ
。

　

自
分
が
欲
し
い
と
思
え
る
も
の
を
作

る
。
石
川
さ
ん
の
一
貫
し
た
も
の
作
り
の

姿
勢
に
私
は
引
き
寄
せ
ら
れ
た
の
だ
。

江
利
そ
ら
む(

社
会
学
科
3
年)

＝
文
・
写
真
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ぬ
く
も
り
で
つ
く
る

富
士
急
行
線
谷や
む
ら
ま
ち

村
町
駅
を
降
り
て
目
の
前
に
あ
る
の
は
、
イ
タ
リ
ア
料
理
店
「
ａあ

ん

し

ん

ｎ
ｓ
ｉ
ｎ
」。

鮮
や
か
な
オ
レ
ン
ジ
色
の
外
装
は
、
ま
だ
お
店
を
は
じ
め
て
間
も
な
い
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。

ど
ん
な
人
が
こ
の
お
店
を
は
じ
め
た
の
だ
ろ
う
か
。「
ａ
ｎ
ｓ
ｉ
ｎ
」
の
店
主
で
あ
る
小お

や

ま

だ

山
田

一か
ず
し
げ繁
さ
ん(

46)

に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

上：オレンジ色の外装は、谷村

　　町駅周辺で一番目立つ。入

　　口の引き戸が親しみやすい

　　(2018 年 5 月 11 日）

下：壁に描かれたメニュー。あ

　　れもいいこれもいいと、お

　　店の外で迷ってしまう (2018

　　年 4 月 16 日 )
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も
と
も
と
古
民
家
だ
っ
た
名
残
を
と

ど
め
る
入
り
口
の
引
き
戸
を
引
く
と
、

店
主
の
小
山
田
さ
ん
が
「
い
ら
っ
し
ゃ

い
。
2
階
へ
ど
う
ぞ
ー
」
と
笑
顔
で
迎

え
て
く
れ
る
。
座
敷
席
の
あ
る
2
階
は
、

足
を
伸
ば
し
て
く
つ
ろ
げ
る
よ
う
な
空

間
だ
。
座
布
団
に
座
っ
て
、
窓
か
ら
外

の
景
色
を
な
が
め
て
い
る
と
自
然
と
心

が
和
む
。
ま
る
で
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家

に
い
る
気
分
に
な
る
。
背
筋
を
伸
ば
し

て
椅
子
に
座
り
、
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク

を
使
っ
て
食
べ
る
…
…
と
い
っ
た
私
の

イ
メ
ー
ジ
と
は
か
け
離
れ
て
い
た
。
イ

タ
リ
ア
料
理
店
と
は
思
え
な
い
温
か
さ
溢

れ
る
店
内
は
、
き
っ
と
小
山
田
さ
ん
の
人

柄
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

変
わ
ら
な
い
こ
と

　
小
山
田
さ
ん
は
18
歳
の
と
き
に
料
理

の
世
界
に
入
る
。
ホ
テ
ル
の
厨
房
に
勤

務
し
て
い
て
、
25
歳
の
と
き
に
1
年
間

イ
タ
リ
ア
に
修
行
に
行
っ
た
。
そ
れ
か

ら
富
士
吉
田
市
で
20
年
近
く
イ
タ
リ
ア

料
理
店
「
Ｋか

ず

Ａ
Ｚ
Ｕ
」
を
営
ん
で
い
た
。

そ
し
て
去
年
の
4
月
に
「
ａ
ｎ
ｓ
ｉ
ｎ
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　
「
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
」
は
小
山
田
さ
ん
の
お
母

さ
ん
と
一
緒
に
営
ん
で
い
た
が
、
今
は

一
人
で
「
ａ
ｎ
ｓ
ｉ
ｎ
」
を
切
り
盛
り

し
て
い
る
。
谷
村
地
区
で
お
店
を
は
じ

め
た
の
は
、
当
時
一
緒
に
お
店
を
支
え

て
い
た
お
母
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
の
が

き
っ
か
け
だ
そ
う
。「
ａ
ｎ
ｓ
ｉ
ｎ
」
は

亡
く
な
っ
た
お
母
さ
ん
の
戒
名
か
ら
名
付

け
た
。
都
留
市
に
親
戚
が
い
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
拠
点
を
谷
村
地
区
に
移
し
た
。

当
時
の
こ
と
を
振
り
返
り
な
が
ら
、「
お

化
粧
も
あ
ん
ま
り
し
な
く
て
ね
、
チ
ャ

キ
チ
ャ
キ
し
た
人
だ
っ
た
よ
。
お
客
さ

ん
に
も
人
気
で
。
名
物
お
母
さ
ん
で
し

た
」
と
懐
か
し
そ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

　

お
店
に
あ
る
雑
貨
な
ど
は
、
お
母
さ
ん

と
一
緒
に
お
店
を
し
て
い
た
と
き
の
も
の

を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
そ
う
。
お

店
の
名
前
は
変
え
た
け
れ
ど
、
変
わ
ら
ず

お
母
さ
ん
が
い
つ
も
す
ぐ
近
く
に
い
て「
ａ

ｎ
ｓ
ｉ
ｎ
」
を
見
守
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
変
わ
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
変
わ
ら
な
い

こ
と
も
あ
る
。
昔
の
記
憶
も
大
切
に
し
な

が
ら
、
小
山
田
さ
ん
は
「
ａ
ｎ
ｓ
ｉ
ｎ
」

を
営
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。

人
柄
の
魅
力

　
小
山
田
さ
ん
は
ど
ん
な
お
客
さ
ん
と
も

す
ぐ
仲
よ
く
な
り
、
常
連
さ
ん
も
多
い
と
い

う
。
お
店
を
は
じ
め
て
一
番
嬉
し
か
っ
た
こ

と
を
う
か
が
う
と
、「
こ
ん
な
美
味
し
い
パ

ス
タ
初
め
て
食
べ
た
っ
て
言
っ
て
も
ら
え

た
と
き
は
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
。
あ
と
、
富

士
吉
田
市
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
来
て
く
れ
る
常

連
さ
ん
も
い
る
こ
と
か
な
」と
お
っ
し
ゃ
る
。

　
美
味
し
い
料
理
と
居
心
地
の
い
い
店
内

で
、
一
度
訪
れ
た
ら
ま
た
来
た
く
な
る
。
そ

ん
な
雰
囲
気
に
惹
か
れ
て
、
学
生
も
多
く
来

店
す
る
。「
前
の
お
店
は
コ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー

が
中
心
で
。
だ
け
ど
こ
こ
は
学
生
の
街
で

し
ょ
。
だ
か
ら(

値
段)

設
定
を
安
く
し
た

の
。
パ
ス
タ
ラ
ン
チ
と
か
。
ラ
ン
チ
じ
ゃ

な
い
や
つ
で
も
ち
ょ
っ
と
贅
沢
し
た
ら
食

べ
ら
れ
る
じ
ゃ
ん
」。「
ａ
ｎ
ｓ
ｉ
ｎ
」
は
、

家
で
は
食
べ
ら
れ
な
い
本
格
的
な
イ
タ
リ

ア
料
理
を
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
食
べ

ら
れ
る
の
が
魅
力
の
一
つ
だ
。
値
段
設
定

を
学
生
に
相
談
し
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
。

青のりと Yuzu コショウの冷製フェデュリーニ
（2018 年 5 月 11 日）

パスタランチのドルチェ (2018 年 5 月 11 日 )
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毎日手書きで書き変えているという
メニュー (2018 年 5 月 11 日）

日替わりパスタランチ。この日は桜エビとキャ
ベツのパスタだった (2018 年 5 月 11 日）

来客用ノート。たくさんの感想が
書いてある (2018 年 4 月 16 日）

小
山
田
さ
ん
は
、
学
生
と
も
分
け
隔
て
な

く
会
話
を
す
る
。
小
山
田
さ
ん
が
お
客
さ

ん
と
同
じ
目
線
に
立
っ
て
い
る
か
ら
、
堅

苦
し
く
な
い
居
心
地
の
い
い
お
店
な
の
だ

ろ
う
。
ま
た
、「
男
子
だ
っ
た
ら
ボ
リ
ュ
ー

ム
多
く
し
た
り
。
パ
ッ
と
見
て
こ
の
子
は

食
べ
る
な
あ
っ
て
思
っ
た
ら
量
を
考
え
て

調
節
し
て
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。
お
客

さ
ん
の
こ
と
を
よ
く
見
て
い
て
、
細
か
な

気
遣
い
も
忘
れ
な
い
。

　
谷
村
地
区
に
来
て
1
年
と
ま
だ
日
も
浅

い
が
、
近
所
の
人
と
も
す
っ
か
り
打
ち
解

け
て
い
る
。
挨
拶
な
ど
声
を
か
け
合
っ
た

り
、
ほ
か
の
お
店
で
「
ａ
ｎ
ｓ
ｉ
ｎ
」
を

紹
介
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
。
近
く
の
宿

泊
施
設
に
滞
在
す
る
お
客
さ
ん
が
、
夜
ご

飯
を
食
べ
に
来
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
。
小

山
田
さ
ん
は
「
谷
村
地
区
が
も
っ
と
良
く

な
っ
た
ら
い
い
ね
」
と
活
気
あ
ふ
れ
る
谷

村
地
区
を
想
像
す
る
。
ど
ん
ど
ん
ま
わ
り

の
人
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
小
山
田
さ

ん
は
、
す
っ
か
り
こ
の
地
域
に
馴
染
ん
で

い
る
よ
う
に
見
え
る
。
飾
ら
な
い
お
お
ら

か
な
性
格
が
、
そ
の
つ
な
が
り
を
深
く
さ
せ

て
い
く
よ
う
だ
。

　
　
　
　
　
＊
＊
＊

　

最
後
に
、
働
い
て
い
る
と
き
の
こ
だ

わ
り
を
聞
い
て
み
た
。「
こ
だ
わ
り
は
特

に
な
い
ね
。
歳
を
と
っ
て
き
た
っ
て
こ
と

も
あ
る
け
ど
、
前
の
店
よ
り
肩
の
力
を
抜

い
て
や
っ
て
る
気
が
す
る
。
こ
だ
わ
り
す

ぎ
る
と
自
分
も
お
客
さ
ん
も
疲
れ
ち
ゃ
う

よ
ね
」
と
笑
い
な
が
ら
、「
料
理
は
ず
っ

と
や
っ
て
き
た
か
ら
、
強
い
て
言
う
な
ら

美
味
し
い
料
理
を
提
供
す
る
っ
て
こ
と
か

な
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

　

お
母
さ
ん
へ
の
想
い
や
出
会
う
人
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
「
ａ
ｎ
ｓ

ｉ
ｎ
」
を
営
む
小
山
田
さ
ん
。
小
山
田
さ

ん
は
、
肩
の
力
を
抜
い
て
気
持
ち
に
余
裕

を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
私
の
イ
タ
リ
ア

料
理
店
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
っ
た
、
ぬ
く

も
り
の
あ
る
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て
い
た
。

　

2 階の座敷席。日差しと窓から入る風が心地よい (2018 年 5 月
11 日）

１階はキッチンとカウンター席。洋風な雑貨が飾られている
(2018 年 5 月 11 日）

宇
佐
美
温
加(

社
会
学
科
2
年)

＝
文
・
写
真

佐
藤
成
美(

社
会
学
科
2
年)

＝
写
真



は
じ
ま
る
こ
と
は
前
進
す
る
こ
と
だ
。

た
と
え
ば
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
頼
り
に
お
店
を
作
る
。

そ
れ
が
形
に
な
っ
て
、
さ
ら
に
作
り
た
い
も
の
が
見
え
て
く
る
。

一
度
な
に
か
を
は
じ
め
て
み
る
と
、

ほ
か
に
も
や
り
た
い
こ
と
が
出
て
き
た
。

こ
う
や
っ
て
は
じ
ま
る
た
び
に
、
少
し
ず
つ
自
分
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
く
。
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2013 年、ムササビライブカメラを二つの巣箱

に取り付けました。本学ホームページ（http://

www.tsuru.ac.jp）では『ムササビ観察日記』のブ

ログを更新しており、ムササビのようすをご覧

いただけます。みなさんも一緒にムササビのよ

うすを見守っていきましょう。

今号は 4 月のムササビのようすをお伝えします。

本学フィールド・ミュージアム＝文・写真

4 月 5 日　巣材に隠れる子ども

19 時すぎに親が外に出ていったあとの巣箱を

見ると、子どもの上に巣の材料である樹皮が

かかっていました。親が子どもを隠すために

かけていったのでしょうか？ この 30 分後に

は親が帰ってきて外をうかがっているようす

が見られました。

4 月 2 日　子どもが確認されました

3 月までたびたび 1 頭で利用していた巣箱で、

4 月 2 日に子どもと一緒にいるようすが確認

できました。別の場所で産んだ子どもを巣箱

に運んできたようです。昨年と同じムササビ

かどうかはわかりませんが、今年も子育てに

巣箱が使われ始めました。

4 月 9 日　日中の親のようす

夜は外に出ている親ですが、日中は巣箱のな

かで寝ています。ときどき巣箱の穴から顔を

出して外をうかがっている姿も見られます。

子どもは親の下にいるようで姿が見られませ

んでした。親は体を広げて寝ているので子ど

もはどうしているのか気になります。

ムササビが子育てをはじめました

ムササビ
−5年目ー

観察日記
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4 月 16 日　巣箱からいなくなる……

巣箱を確認するとムササビ親子の姿がありま

せん。昨年はテンが巣箱に入り、子どもが襲

われるということがありました。巣箱に乱れ

はなく何事もなかったかのようですが、親子

のゆくえが心配です。別の巣で元気に成長し

ていることを願います。

4 月 12 日　目に見える成長

親が巣箱の穴から顔を出しているときに、子

どものようすが観察できました。4 月 2 日は

お饅頭くらいの大きさにしか見えなかった子

どもが、大人の手ほどのサイズになっていま

した。体のかたちもムササビらしくなってき

ていて、これからの成長が楽しみです。

ムササビライブカメラが設置されている

巣箱は、本学美術研究棟横のムササビの

森にあります。親は別の巣で子どもを産

んでから巣箱にきているようです。そこ

で、この森に別の巣がないか探してみま

した。ムササビはおもに樹洞 ( 木に空い

た穴 ) を巣として使います。歩いた範囲

で樹洞は見つかりませんでした。そのか

わりにたくさんの生きものに出会えまし

た。小さな森がたくさんの生きものを支

えていることがわかります。

ムササビの森
コラム

▲エゴノキの花にとまる
　ハチの仲間

▲ヨコヅナサシガメ

▲マムシグサ ( 本号裏表紙
　参照 )

（写真はムササビの森が 2018 年 5 月 28 日、それ以    
 外は 2018 年 5 月 10 日に撮影しました）

▲ムササビの森。この右奥
　に巣箱がある

自   

然
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点
か
ら
パ
タ
リ
と
バ
イ
カ
モ
が
生
え
な
く

な
っ
て
い
た
。
道
路
の
わ
き
を
通
る
水
路

の
幅
は
約
60
～
90
セ
ン
チ
で
、
溝
の
深
さ

は
約
70
セ
ン
チ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
水
を

追
い
か
け
て
下
流
へ
い
く
道
路
か
ら
離
れ

る
と
、
長
慶
寺
の
裏
手
に
流
れ
る
水
路

に
出
た(

②)

。
そ
の
水
路
は
幅
が
広
く
、

４
～
５
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
だ
。
湧
水
を
含
む

上
流
か
ら
の
水
は
、
分
か
れ
道
で
こ
の
広

い
水
路
へ
と
流
れ
て
い
く
。
こ
の
水
路
は

そ
の
ま
ま
柄

し
ゃ
く
し
な
が
れ

杓
流
川
に
合
流
す
る
。

水
を
使
う

　

長
い
直
線
か
ら
右
に
折
れ
た
先
に
水

路
が
合
流
し
て
い
る
地
点
を
見
つ
け
た

(

③)

。
そ
の
水
路
は
長
慶
寺
近
く
の
養

魚
場
か
ら
流
れ
て
く
る
水
路
の
よ
う
だ
っ

た
。
養
魚
場
も
湧
水
地
の
一
つ
だ
と
聞
い

て
い
た
。十
日
市
場
で
は
養
魚
が
盛
ん
で
、

養
魚
場
が
３
か
所
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

ど
れ
も
が
湧
水
地
か
ら
の
流
れ
の
途
中
に

あ
る
。

　

水
路
を
下
流
の
方
向
に
歩
き
な
が
ら
、

中央高速
道路

十日市場の水路

湧水地

実際に歩いた水路

長慶寺

熊太郎神社

養魚場

養魚場

おいしがね

柄杓流川

桂川

至大
月市

至富
士吉
田市 永壽院

棲月院

光彩院

フィッシュ
中野

佐伯橋

田原の滝

①

②

③

⑤

④

⑥

50 メートル

N

しゃくしながれ

ちょうけいじ

さいげついん

こうさいいん

えいじゅいん

養魚場

©
第
１
回

　生
か
す
水

連
載

水
を
た
ど
る

　
は
じ
め
て
水
路
観
察
を
し
た
の
は
4
月

9
日
の
15
時
ご
ろ
。
日
が
傾
き
始
め
て
い

た
が
、
外
気
温
は
15
度
ほ
ど
で
ま
だ
暖
か

か
っ
た
。
し
か
し
風
は
強
く
、
手
に
持
っ

た
地
図
が
飛
ば
さ
れ
そ
う
に
な
る
。
十
日

市
場
地
区
に
は
湧
水
地
が
い
く
つ
か
あ

る
。
富
士
山
に
降
っ
た
雨
が
地
下
水
と
な

り
、
そ
れ
が
１
０
０
年
ほ
ど
の
年
月
を
経

て
地
上
へ
湧
き
出
し
て
く
る
。
湧
水
は
誰

で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、

そ
の
場
で
飲
む
こ
と
も
で
き
る
。
湧
水
地

の
一
つ
で
あ
る
長ち

ょ
う
け
い
じ

慶
寺
で
一
口
水
を
飲
ん

で
か
ら
歩
き
出
す(

①)

。

　
湧
水
地
の
近
く
に
は
、
バ
イ
カ
モ
と
い

う
水
の
な
か
で
育
つ
植
物
が
生
育
し
て
い

る
。
バ
イ
カ
モ
は
き
れ
い
な
水
に
し
か
生

え
な
い
植
物
で
、
都
留
市
の
湧
水
地
で
は

多
く
見
ら
れ
る
。
初
夏
に
開
花
す
る
よ
う

で
、
小
さ
な
つ
ぼ
み
が
膨
ら
ん
で
い
た
。

長
慶
寺
の
湧
水
は
、
流
れ
出
る
と
す
ぐ
に

上
流
か
ら
の
水
路
と
合
流
す
る
。
合
流
地

都
留
市
に
は
水
路
が
多
い
。
ど
こ
も
よ
ど
み
な
く
流
れ
、
澄
ん
だ

色
を
し
て
い
る
。
そ
ん
な
水
路
は
私
の
地
元
に
は
な
く
、
都
留
市

に
越
し
て
き
た
と
き
に
は
驚
い
た
。
第
１
回
は
、
湧
水
と
人
や
生

き
も
の
の
関
わ
り
に
注
目
す
る
。
自
分
の
足
で
歩
き
、
い
ま
の
水

路
を
記
録
し
た
い
。

佐
藤
琢
磨(

社
会
学
科
３
年)

＝
文
・
写
真



自   

然

29

中央高速
道路

十日市場の水路

湧水地

実際に歩いた水路

長慶寺

熊太郎神社

養魚場

養魚場

おいしがね

柄杓流川

桂川

至大
月市

至富
士吉
田市 永壽院

棲月院

光彩院

フィッシュ
中野

佐伯橋

田原の滝

①

②

③

⑤

④

⑥

50 メートル

N

しゃくしながれ

ちょうけいじ

さいげついん

こうさいいん

えいじゅいん

養魚場

©

水
路
が
入
り
く
ん
で
い
る
場
所
に
は
田
ん

ぼ
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
田
ん
ぼ

の
横
に
は
水
路
が
な
け
れ
ば
水
を
張
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
だ

が
、
水
路
に
注
目
す
る
こ
と
で
あ
ら
た
め

て
発
見
し
た
。
そ
う
考
え
る
と
、
い
ま
民

家
の
横
を
通
る
水
路
は
そ
こ
に
田
ん
ぼ
が

あ
っ
た
こ
と
を
現
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
長
慶
寺
か
ら
流
れ
出
る
湧
水
は
、
大
き

く
分
け
て
４
か
所
か
ら
柄
杓
流
川
に
流
れ

出
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

水
か
ら
生
ま
れ
る

　
場
所
を
変
え
て
水
路
の
行
き
先
を
た
ど

る
。
熊
太
郎
神
社
の
近
く
か
ら
も
湧
水
が

流
れ
出
て
い
る(

④)

。
こ
の
湧
水
地
で

は
、
近
く
に
住
む
地
域
の
か
た
か
ら
お
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
お
話
を
聞
い
た
の
は
、山
本
金か

ね
こ子
さ
ん
。

山
本
さ
ん
は
都
留
市
に
住
ん
で
30
年
以
上

経
つ
。
地
元
の
人
に
湧
水
は
ど
う
見
ら
れ

て
い
る
の
か
気
に
な
り
、
尋
ね
る
と
「
水

が
あ
っ
て
あ
た
り
ま
え
だ
か
ら
、
あ
ん
ま

②

③①

④

⑤ ⑥
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a. 永壽院前の水くみ場。冷たくて気持ちがいい b. 長慶寺

前にあるバイカモ。5 月下旬には花を咲かせていた c. 地

図上の「おいしがね」の南にある養魚場

a

b

c

と
人
の
関
係
は
見
え
て
こ
な
い
が
、
歩
い

て
み
る
と
お
も
し
ろ
い
発
見
が
あ
る
。

　
私
は
昔
か
ら
川
遊
び
が
好
き
で
、
魚
捕

り
や
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
た
。
泳
ぐ
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
水
を
飲
む
こ
と
な
ど
考
え

た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
地
元
で
は
細
い
水

路
に
メ
ダ
カ
や
タ
ニ
シ
な
ど
を
見
る
こ
と

が
で
き
た
が
、
十
日
市
場
の
水
路
で
は
見

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
湧
水
地
か
ら

流
れ
出
る
水
は
、
田
ん
ぼ
や
養
魚
、
水
掛

け
菜
そ
し
て
日
常
生
活
に
使
わ
れ
て
い

る
。「
水
」
と
い
う
資
源
を
生
活
や
仕
事

の
一
部
と
し
て
活
用
し
て
い
る
の
だ
。

＊
＊
＊

　

水
路
は
お
も
し
ろ
い
も
の
で
、
歩
け

ば
「
な
ぞ
」
が
生
ま
れ
る
。
湧
水
地
の
近

く
に
は
な
ぜ
お
寺
が
あ
る
の
か
。
な
ぜ
不

自
然
に
曲
が
っ
た
水
路
が
あ
る
の
か
。
昔

の
水
路
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
か
。
歩
き

な
が
ら
読
み
解
い
て
い
く
の
が
お
も
し
ろ

い
。
今
回
出
会
っ
た
「
な
ぞ
」
を
次
回
も

さ
ら
に
深
め
て
み
た
い
。

( 写真はすべて 2018 年 5 月 24 日に撮影 )

り
意
識
し
て
い
な
い
ね
」と
お
っ
し
ゃ
る
。

夏
場
に
な
れ
ば
、
湧
水
地
に
水
を
汲
み
に

く
る
人
も
い
る
そ
う
。
25
年
ほ
ど
前
に
は

目
の
前
の
水
路
に
ホ
タ
ル
が
多
く
飛
ん
で

い
た
と
い
う
。
私
の
知
る
川
で
は
、
生
き

も
の
が
い
る
こ
と
が
日
常
だ
っ
た
。
し
か

し
歩
い
て
い
る
と
き
に
は
バ
イ
カ
モ
以
外

の
生
き
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ほ

か
に
生
き
も
の
は
い
な
い
も
の
だ
と
思
っ

て
い
た
。「(

ホ
タ
ル
を)

最
近
は
ま
っ
た

く
見
な
く
な
っ
た
」
と
山
本
さ
ん
は
話
し

て
く
だ
さ
っ
た
。
私
も
ホ
タ
ル
が
飛
ん
で

い
る
の
を
見
て
み
た
か
っ
た
。

水
そ
の
も
の
を

　

熊
太
郎
神
社
か
ら
の
湧
水
を
た
ど
る

と
、
冬
の
時
期
に
水
掛
け
菜
を
栽
培
し
て

い
る
畑
が
あ
る(

⑤)

。
こ
れ
も
湧
水
で

つ
く
る
都
留
市
の
名
産
品
だ
。
さ
ら
に
下

流
に
は
民
家
の
あ
い
だ
を
ク
ネ
ク
ネ
と
水

路
が
通
る
。
あ
る
お
宅
で
は
水
路
か
ら
水

を
直
接
引
き
、
洗
い
場
と
し
て
使
っ
て
い

た(

⑥)

。
地
図
を
見
る
だ
け
で
は
水
路



ね
て
い
く

年
に
数
回
、藤ふ
じ
も
と本

紘こ
う
い
ち一

さ
ん(

73)

は
趣
味
で
旅
行
す
る
。
旅
行
か
ら
帰
っ

て
く
る
た
び
に
、
そ
の
旅
の
よ
う
す
を
写
真
や
文
章
と
と
も
に
ア
ル
バ

ム
に
収
め
て
い
る
と
い
う
。
そ
こ
に
は
、「
続
け
る
こ
と
」
に
対
す
る
藤

本
さ
ん
の
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
た
。

重

積

み
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１
２
４
冊
の
冒
険
記　

　
「
初
め
は
軽
い
気
持
ち
で
始
め
た
ん
だ
け

ど
、
い
つ
の
ま
に
か
１
０
０
冊
以
上
に
な
っ

ち
ゃ
っ
て
ね
え
」。藤
本
さ
ん
は
積
み
重
な
っ

た
ア
ル
バ
ム
を
前
に
し
て
笑
う
。
藤
本
さ
ん

の
職
業
は
土
地
家
屋
調
査
士
、
測
量
士
。
趣

味
は
写
真
を
撮
る
こ
と
と
「
冒
険
」
だ
。
藤

本
さ
ん
の
冒
険
は
、
お
も
に
10
日
か
ら
1
ヶ

月
で
日
程
を
組
む
。
異
国
の
歴
史
や
文
化
、

遺
跡
、
自
然
を
自
分
の
目
で
見
た
く
て
旅
を

す
る
の
だ
そ
う
。
そ
れ
を
藤
本
さ
ん
は
「
冒

険
」
と
呼
ぶ
。

　
1
回
の
冒
険
を
終
え
る
た
び
に
藤
本
さ

ん
は
写
真
を
何
冊
か
の
ア
ル
バ
ム
に
ま
と

め
る
。旅
行
中
に
撮
っ
た
写
真
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
写
真
を
撮
っ
た
と
き
の
場
面
や
心
情

が
こ
と
細
か
に
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
と

き
何
が
起
こ
っ
て
誰
と
ど
ん
な
話
を
し
て

な
に
を
食
べ
た
か
。
じ
っ
さ
い
に
旅
行
に

行
っ
て
い
な
い
私
が
読
ん
で
も
よ
く
わ
か

る
。
人
の
旅
行
記
を
読
む
の
が
こ
ん
な
に
楽

し
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
藤
本
さ
ん
の
ア

ル
バ
ム
を
読
ん
で
初
め
て
知
っ
た
。　

　
藤
本
さ
ん
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
外
で

遊
ぶ
の
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
。
中
学
2

年
生
の
と
き
、
登
山
好
き
な
担
任
の
教
師

の
影
響
で
登
山
が
好
き
に
な
っ
た
。
こ
の

こ
ろ
か
ら
藤
本
さ
ん
は
写
真
も
撮
り
始

め
、
山
に
登
っ
て
は
写
真
を
撮
っ
て
い
た

そ
う
。
藤
本
さ
ん
が
40
歳
く
ら
い
の
と
き

に
出
版
さ
れ
た
深ふ

か
だ田

久き
ゅ
う
や

弥
の
『
日
本
百
名

山
』
を
読
ん
で
、
自
分
も
百
名
山
登
頂
を

達
成
し
よ
う
と
思
い
立
ち
、
本
格
的
に
登

山
を
始
め
た
。
土
日
休
み
を
ほ
と
ん
ど
登

山
に
費
や
し
、
57
歳
の
と
き
に
は
百
名
山

登
頂
を
達
成
し
た
。

　
せ
っ
か
く
だ
か
ら
今
ま
で
撮
っ
た
写
真

を
ま
と
め
て
、
登
っ
た
山
に
つ
い
て
記
し

た
本
で
も
出
そ
う
、
と
自
費
出
版
で
本
も

製
作
し
た
。
写
真
、
文
章
、
レ
イ
ア
ウ
ト

も
す
べ
て
自
分
で
や
っ
た
と
い
う
こ
の
本

に
は
、
完
成
ま
で
1
年
を
費
や
し
た
。
知

り
合
い
の
国
語
の
先
生
に
文
章
を
見
て
も

ら
い
、
な
ん
ど
も
直
し
た
。「
人
に
見
せ

る
文
章
を
書
く
か
ら
、
忠
実
に
正
確
に
わ

か
り
や
す
く
。
し
ゃ
べ
っ
た
こ
と
と
違
っ

て
本
に
な
っ
て
残
る
か
ら
言
い
わ
け
が
で

❶写真の横に、この写真を撮ったとき

の状況とどんな心情だったかが文章で

まとめてある❷藤本さん手描きの地図。

見やすくわかりやすい❸アルバムの最

初には、冒険のプロローグも記されて

いる❹旅行中に藤本さんが見た、モン

ゴルのゲル。職業柄か、スケッチとだ

いたいのサイズもささっとかける❺旅

行中に書いたメモは 40 冊以上。リング

ノートが好きなのだそう (2018 年 4 月

25 日 )

❶ ❷

❺

❸

❹
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❶ロシアのカム

チャッカ半島でア

バチャ山に登頂し

たとき。奥に見え

る山はコリヤーク

山 ❷南極大陸に

上陸する寸前で厚

い氷に行く手を阻

まれた。そのよう

すを乗客たちが見

守っている ❸中国

貴
きしゅうしょう

州省の、肇
ちょうこう

興と

いう村にて。闘牛

で勝利した牛は村

に戻り練り歩く ❹

ペルーのチチカカ

湖に浮かぶウロス

島にて。先住民の

子どもたちと藤本

さんの友人を撮影

き
な
い
で
し
ょ
。
だ
か
ら
本
当
に
気
を
つ

け
な
い
と
」
と
藤
本
さ
ん
は
話
す
。

電
源
は
つ
ね
に
オ
ン

　

２
０
０
０
年
ご
ろ
か
ら
、
藤
本
さ
ん
は

世
界
じ
ゅ
う
を
冒
険
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

藤
本
さ
ん
の
旅
の
目
的
は
そ
の
土
地
の
遺

跡
を
見
て
歴
史
や
文
化
を
感
じ
る
こ
と
と
、

そ
の
土
地
の
自
然
に
触
れ
る
こ
と
。「
都
留

は
自
然
が
豊
か
で
い
い
で
す
よ
ね
。
人
も

優
し
く
て
。
年
を
と
っ
て
住
む
な
ら
、
こ

う
い
う
と
こ
が
い
い
で
す
よ
」。
自
然
が
好

き
で
自
然
に
囲
ま
れ
て
暮
ら
す
藤
本
さ
ん

が
、
異
国
の
自
然
に
触
れ
る
。
ふ
だ
ん
と

ま
っ
た
く
違
う
自
然
に
触
れ
ら
れ
る
機
会

は
、
と
て
も
わ
く
わ
く
す
る
こ
と
な
の
だ

ろ
う
。

　
写
真
を
始
め
て
か
ら
30
年
く
ら
い
経
っ

て
よ
う
や
く
人
に
見
せ
ら
れ
る
よ
う
な
写

真
が
撮
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
藤
本

さ
ん
。
な
ん
ど
も
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
今
回
は
何
が
ダ
メ
で
賞
に

入
ら
な
か
っ
た
の
か
、
何
が
よ
く
て
入
賞

し
て
評
価
さ
れ
た
の
か
を
考
え
た
。
応
募

す
る
う
ち
に
何
度
か
入
賞
す
る
よ
う
に
な

り
、２
０
０
２
年
に
は
日
本
版
の
『
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
』
の
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
で
も
入
賞
し
た
。

 　
藤
本
さ
ん
は
旅
行
中
は
す
ぐ
に
カ
メ
ラ

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
れ
る
よ
う
、
つ
ね
に
電

源
を
入
れ
て
お
く
と
い
う
。
私
は
藤
本
さ

ん
の
撮
る
写
真
の
な
か
で
も
、
と
く
に
人

を
撮
っ
た
写
真
に
惹
か
れ
る
。
そ
の
人
の
、

写
真
に
収
め
た
い
一
瞬
を
捉
え
る
こ
と
は

難
し
い
。
旅
行
中
つ
ね
に
カ
メ
ラ
の
電
源
を

入
れ
、
身
に
つ
け
て
い
る
藤
本
さ
ん
だ
か
ら

こ
そ
撮
れ
る
の
だ
ろ
う
。

ど
ん
な
に
小
さ
な
こ
と
で
も

　
旅
行
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
１
０
０
０

枚
か
ら
２
０
０
０
枚
の
写
真
の
な
か
か
ら

厳
選
し
て
本
当
に
よ
い
と
思
え
る
写
真
を

選
ぶ
。「
膨
大
な
量
か
ら(

写
真
を)

選

ん
で
い
る
と
嫌
に
な
る
こ
と
も
あ
る
し
、

会
社
終
わ
っ
て
帰
っ
て
来
て
疲
れ
て
る
の

に
何
や
っ
て
る
ん
だ
ろ
う
、
と
自
分
で
も

思
う
と
き
が
あ
る
」と
藤
本
さ
ん
は
話
す
。

　
旅
行
中
は
い
つ
も
小
さ
な
メ
モ
帳
を
携

❶

❸ ❹

❷

❶から❹の写真提供＝藤本紘一氏
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帯
し
て
、
細
か
く
メ
モ
を
取
る
。
飛
行
機

に
乗
っ
て
い
る
と
き
、
起
き
た
瞬
間
、
さ

ら
に
食
事
の
と
き
も
時
間
が
空
い
た
隙
に

さ
さ
っ
と
書
く
。
ど
ん
な
ワ
イ
ン
が
美
味

し
か
っ
た
。あ
の
人
と
こ
ん
な
会
話
を
し
た
。

今
回
出
会
っ
た
こ
の
人
は
こ
ん
な
生
い
立

ち
だ
っ
た
。
一
人
ひ
と
り
ど
ん
な
人
だ
っ
た

か
を
記
録
し
て
名
簿
も
作
る
と
い
う
。
そ
の

旅
で
一
緒
に
時
間
を
過
ご
し
た
人
た
ち
の

記
録
も
、
藤
本
さ
ん
に
と
っ
て
は
大
事
な
こ

と
な
の
だ
。
そ
の
メ
モ
を
も
と
に
、
次
は
文

章
を
書
く
。
日
本
語
の
使
い
か
た
が
間
違
っ

て
い
な
い
か
、
物
の
名
称
が
正
し
い
か
な
ど

確
認
す
る
。
何
度
も
直
し
た
文
章
を
写
真
と

一
緒
に
ま
と
め
、
よ
う
や
く
完
成
す
る
。
ア

ル
バ
ム
が
出
来
上
が
る
ま
で
に
は
約
1
ヶ

月
か
か
る
と
い
う
。

　
「
こ
れ
は
人
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
け
ど
、
1
ヶ
月
も
か
け
て
ち
ゃ

ん
と
や
る
こ
と
で
自
分
が
得
ら
れ
る
も

の
は
大
き
い
で
す
よ
。
今
回
だ
け
や
め

て
し
ま
お
う
か
と
思
う
と
き
も
、
こ
う

い
う
の
は
1
回
や
め
た
ら
も
う
ず
っ
と

や
ら
な
い
ん
だ
か
ら
と
言
い
聞
か
せ
て

や
り
ま
す
。
初
め
は
簡
単
だ
け
ど
継
続
っ

て
い
う
の
は
ほ
ん
と
、
大
変
で
す
よ
ね
。

だ
け
ど
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
だ
ん
だ

ん
考
え
か
た
と
か
、
文
の
ま
と
め
か
た

と
か
勉
強
す
る
わ
け
で
す
よ
。
前
は
文

を
考
え
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
け
ど

今
は
時
間
が
か
か
ら
な
い
。
人
生
は
一

生
勉
強
だ
な
と
思
い
ま
す
ね
」。

　
藤
本
さ
ん
は
学
生
の
こ
ろ
、
外
で
遊
ん

で
ば
か
り
で
文
学
が
好
き
で
は
な
か
っ
た

そ
う
。
け
れ
ど
今
の
藤
本
さ
ん
は
本
も
出

版
し
、
誰
の
た
め
で
も
な
く
ア
ル
バ
ム
の

文
章
一
つ
ひ
と
つ
に
こ
だ
わ
る
。
藤
本
さ

ん
が
続
け
て
き
た
こ
と
は
確
実
に
藤
本
さ

ん
を
変
え
た
。

　
「
や
っ
て
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
な
、

と
こ
の
歳
に
な
っ
て
思
い
ま
す
。
未
知

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
や
め
た
く
な
い
で

す
ね
」。
そ
う
話
す
藤
本
さ
ん
の
冒
険
は
、

ま
だ
ま
だ
終
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
＊
　
＊
　
＊
　
　
　

　
記
録
す
る
こ
と
は
昔
か
ら
好
き
だ
っ
た

と
い
う
藤
本
さ
ん
。
写
真
を
撮
り
始
め
た

高
橋
光(

比
較
文
化
学
科
3
年)

＝
文
・
写
真

佐
藤
成
美(

社
会
学
科
2
年)

＝
写
真

シルクロード庵で、「ここでコーヒー飲むのが幸せ」と
笑顔で話す藤本さん (2018 年 4 月 25 日 )

自宅の離れに「シルクロード庵」と名前をつけて、旅行
中に買ったものなどを展示している (2018 年 4 月 25 日 )

中
学
2
年
生
の
こ
ろ
か
ら
、
写
真
は
全
部

ま
と
め
て
と
っ
て
お
い
て
い
た
の
だ
と
い

う
。
そ
の
写
真
た
ち
が
あ
っ
た
か
ら
山
の

本
を
作
る
と
き
も
困
ら
な
か
っ
た
。
藤
本

さ
ん
の
記
録
す
る
作
業
は
そ
れ
ほ
ど
前
か

ら
続
い
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
の
だ
。

　
私
た
ち
は
「
都
留
の
今
を
観
察
し
、
記

録
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
こ
の
冊
子

を
作
っ
て
い
る
。
細
か
く
観
察
す
る
。
正

し
く
伝
え
る
。
読
む
人
が
わ
か
り
や
す
い

文
章
に
す
る
た
め
に
な
ん
ど
も
直
す
。
そ

れ
ら
の
作
業
を
大
切
に
し
て
い
る
藤
本
さ

ん
の
姿
に
、
自
分
の
姿
を
重
ね
た
。
ひ
た

む
き
に
そ
の
作
業
を
積
み
重
ね
て
で
き

た
、
藤
本
さ
ん
の
ア
ル
バ
ム
を
読
め
た
こ

と
が
嬉
し
い
。

　
続
け
て
き
た
こ
と
、
積
み
重
ね
て
き
た

も
の
は
そ
の
人
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い

く
。
こ
れ
は
藤
本
さ
ん
の
言
葉
一
つ
ひ
と

つ
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
だ
。
藤
本
さ
ん

の
目
の
前
で
積
み
重
な
っ
た
ア
ル
バ
ム

が
、
そ
れ
を
何
よ
り
も
証
明
し
て
い
た
。
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感
が
あ
る
。

　
お
ば
あ
さ
ん
が
一
枚
い
ち
ま
い
、
て
い

ね
い
に
「
こ
ん
な
話
を
聞
き
ま
し
た
」
と

話
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
ス
ー
ツ
を
ピ
シ
ッ

と
着
て
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
書
か
れ
た

書
類
を
カ
バ
ン
に
入
れ
て
、
仕
事
に
出
か

け
る
姿
。軍
服
を
し
っ
か
り
着
こ
な
し
て
、

戦
争
中
も
戦
後
も
家
族
を
養
い
と
お
し
た

姿
。
話
の
な
か
の
総
司
さ
ん
は
、
仕
事
熱

心
で
誰
か
ら
も
慕
わ
れ
て
い
た
。

　
「
太
く
短
く
生
き
た
人
よ
ね
」。
総
司
さ

ん
は
54
歳
と
い
う
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ

た
。
語
り
尽
く
せ
な
い
、
か
っ
こ
い
い
生

き
ざ
ま
に
私
は
夢
中
で
聞
き
入
る
。
大

正
、
昭
和
を
力
強
く
生
き
た
総
司
さ
ん
の

生
涯
に
、
私
は
憧
れ
を
抱
か
ず
に
い
ら
れ

な
か
っ
た
。

富
士
急
行
線
の
谷
村
町
駅
前
に
あ
る

「
原は

ら
し
ち
こ
う
ど
う

七
弘
堂
文
具
店
」
の
お
ば
あ
さ
ん

(

85)

が
昔
の
思
い
出
を
教
え
て
く
だ
さ
っ

た
。
前
号
で
は
、
お
話
の
な
か
で
印
象
に

残
っ
た
戦
時
中
の
思
い
出
に
つ
い
て
書
い

た
。
今
号
で
は
、
お
ば
あ
さ
ん
の
お
父
さ

ん
で
あ
る
原は

ら
そ
う
じ

総
司
さ
ん
に
つ
い
て
書
く
。

憧
れ
を
抱
く

　
「
う
ち
の
な
か
で
一
番
古
い
ア
ル
バ

ム
っ
て
こ
と
」。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

の
学
生
時
代
か
ら
の
写
真
が
収
め
ら
れ
て

い
る
と
い
う
ア
ル
バ
ム
だ
。
ど
れ
も
白
黒

の
世
界
で
身
な
り
を
き
ち
ん
と
し
て
、
背

す
じ
も
ピ
ン
と
伸
ば
し
て
写
っ
て
い
る
。

ニ
コ
ニ
コ
と
し
た
表
情
や
日
常
生
活
の
よ

う
す
を
捉
え
る
今
の
写
真
と
は
違
う
緊
張

上 . 昭和 16 年に撮影した家族写

真。一番右がおばあさん。当時は

小学校 4 年生。１人の妹と、2 人

の弟が写っているが、ご兄弟は全

員で８人いたそう。おばあさんの

横に座っているのがお父さんであ

る原総司さん。左隣にいるのが総

司さんのお兄さん。その隣がお母

さん。後ろの右のかたが和文のタ

イピストで、おばあさんのいとこ。

この写真のときは、働き手になる

女性は工場に派遣されたため、女

中さんは写っていない

下．紺色のアルバムがおばあさん

のお母さんのもので、年季の入っ

て淡く緑がかっているアルバムが

お父さんのもの

後
編 お

ば
あ
さ
ん
の
思
い
出

　
　
　
　

〜
総
司
さ
ん
の
生
涯
〜

35

文   

化



で
す
っ
て
。
ト
イ
レ
だ
け
は
一
晩
中(

灯

り
が)

つ
い
て
る
っ
ち
ゅ
う
ん
で
、
ト
イ

レ
に(

勉
強
道
具
を)

持
っ
て
行
っ
て
勉

強
し
た
ん
だ
っ
て
」。
高
等
文
官
試
験
は
、

当
時
20
代
の
人
が
合
格
す
れ
ば
新
聞
で
大

き
く
報
じ
ら
れ
る
ほ
ど
難
し
い
試
験
だ
っ

た
そ
う
。
や
が
て
ト
イ
レ
で
勉
強
し
て
い

た
の
が
、軍
の
連
隊
長
さ
ん
に
見
つ
か
る
。

す
る
と
連
隊
長
さ
ん
が
部
屋
に
招
い
て
、

一
晩
中
勉
強
を
さ
せ
て
く
れ
た
と
い
う
。

　

兵
隊
に
な
る
た
め
の
訓
練
の
ほ
か
に
、

一
年
兵
か
ら
将
校
ま
で
み
ん
な
で
数
日
か

け
て
歩
く
大
演
習
と
い
う
も
の
が
あ
っ

た
。
甲
府
市
か
ら
歩
い
て
、
富
士
山
の

裾す
そ
の野

で
兵
隊
訓
練
を
し
て
、
甲
府
市
へ
帰

る
。
試
験
の
結
果
を
知
っ
た
の
は
こ
の
演

習
を
し
て
い
る
と
き
だ
っ
た
。
合
格
者
は

「
官
報(

※
1)

」
と
い
う
紙
面
で
知
ら
さ

れ
る
た
め
、
総
司
さ
ん
は
演
習
の
合
間
に

抜
け
出
し
て
見
に
行
っ
た
そ
う
。「
そ
の

と
き
の
嬉
し
さ
っ
た
ら
な
か
っ
た
っ
て
」。

声
の
調
子
が
あ
が
っ
て
、
総
司
さ
ん
の
合

格
の
瞬
間
が
語
ら
れ
る
。
こ
の
話
を
総
司

さ
ん
か
ら
何
回
も
何
回
も
聞
い
た
の
か
も

駆
け
る
よ
う
な
人
生

　

総
司
さ
ん
は
明
治
32
年
、
千
葉
県
旭

あ
さ
ひ

村(

現
在
の
佐さ
く
ら倉
市)

で
実じ

つ
か
わ川
家
の
次
男

と
し
て
生
ま
れ
た
。
当
時
の
小
学
校
は
８

年
制
だ
っ
た
が
、
義
務
教
育
だ
っ
た
の
は

４
年
間
の
み
だ
っ
た
。
総
司
さ
ん
は
８
年

通
っ
た
。
卒
業
後
は
佐
倉
中
学
校
へ
進
学

し
、
勉
強
が
好
き
だ
っ
た
総
司
さ
ん
は
大

学
進
学
も
果
た
し
た
。

　
「
勉
強
も
そ
う
だ
け
ど
、
経
済
的
に
も

通
い
続
け
ら
れ
る
人
は
少
な
く
て
」。
大

学
の
同
期
の
集
合
写
真
を
見
せ
て
も
ら
う

と
、
50
人
い
る
か
い
な
い
か
。
卒
業
し
た

と
き
の
写
真
で
は
な
い
か
と
い
う
。
本
当

に
限
ら
れ
た
人
し
か
通
え
な
か
っ
た
。

　
大
学
を
卒
業
し
た
の
は
大
正
12
年
。
当

時
は
徴
兵
制
が
あ
っ
た
が
、
大
学
へ
の
進

学
者
は
一
時
的
に
免
除
さ
れ
た
。
総
司
さ

ん
は
卒
業
後
に
兵
役
に
向
か
う
。
高
等
文

官
試
験(

現
在
の
司
法
試
験)

を
通
過
す

る
た
め
、
総
司
さ
ん
は
兵
役
の
あ
い
だ
も

勉
強
を
し
た
。「
夜
に
な
る
と
全
部
消
灯

さ
れ
ち
ゃ
っ
て
勉
強
す
る
場
所
が
な
い
ん

※ 1 政府から一般に周知させる事項を編
へんさん

纂して、国立印刷局から刊行する政府の機関紙

※ 2 ある官に任命されるまで官庁の事務を実
じ っ ち

地において練習するもの

※ 3 訴訟法上、作成の権限を有する者が、一定の場合に法定の事項を記載した書類で、証拠として裁判の資料となるもの

※ 4 写
し ゃ じ

字・清書などによって報酬を得ること

(『広辞苑第 6 版』 岩波書店 2008 年 )

総司さんの大学時代の集合写真 家に並んでいた法律の本。山梨学

院大学に寄付したあとに撮っても

らったもの

弁護士になったころの写真。高等文官試験に受

かったのは 30 歳を過ぎたころ
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し
れ
な
い
。
翌
年
、
少
尉
に
任
命
さ
れ
て

一
年
の
兵
役
を
終
え
た
。

　
「
富
士
急
行
の(

土
地
の)

買
収
を
す

る
の
に
弁
護
士
が
必
要
な
ん
だ
っ
ち
ゅ
う

ん
で
、
声
が
か
か
っ
た
み
た
い
」。
勉
強

す
る
場
所
を
貸
し
て
く
れ
た
連
隊
長
さ
ん

か
ら
思
い
が
け
な
い
機
会
を
も
ら
う
。
連

隊
長
さ
ん
は
富
士
山
麓
鉄
道(
現
在
の
富

士
急
行
株
式
会
社)

の
ご
子
息
、
２
代
目

社
長
に
な
る
か
た
だ
っ
た
。
声
を
か
け
ら

れ
た
と
き
は
ま
だ
弁
護
士
に
は
な
っ
て
い

な
か
っ
た
。軍
の
演
習
終
了
後
、試
補(

※

2)

を
経
て
一
人
前
の
弁
護
士
と
な
り
、

買
収
に
つ
い
て
行
っ
た
。
連
隊
長
さ
ん
の

そ
の
言
葉
が
き
っ
か
け
で
都
留
市
に
来
る

こ
と
に
な
る
。

　

昭
和
5
年
。
お

見
合
い
結
婚
を
し

た
の
ち
に
、
現
在

の
谷
村
町
駅
前
に

あ
る
お
家
を
建
て

た
。
私
は
、
お
見

合
い
結
婚
の
話
に

も
驚
い
た
。
奥
さ

さ
ん
あ
っ
た
。
貴
重
な
も
の
だ
っ
た
の
で
、

山
梨
学
院
大
学
か
ら
寄
付
し
て
い
た
だ
け

な
い
か
と
声
が
か
か
っ
て
、
現
在
家
に
は

な
い
。「
ト
ラ
ッ
ク
が
２
回
に
分
け
て
運
ん

だ
か
ら
ね
。
す
ご
い
量
だ
っ
た
ん
だ
ね
」。

　

タ
イ
ピ
ス
ト
も
事
務
所
に
は
欠
か
せ

な
い
存
在
だ
っ
た
。
ま
ず
裁
判
の
内
容

が
速
記
さ
れ
た
調
書(

※
3)

の
清
書
を

筆ひ
っ
こ
う耕(

※
4)

屋
に
お
願
い
す
る
。
そ
の

後
、
正
式
な
文
書
に
す
る
た
め
に
タ
イ
ピ

ス
ト
が
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
使
っ
て
打
ち

込
む
。
今
は
な
い
職
業
だ
。

　
お
ば
あ
さ
ん
の
お
話
の
な
か
に
女
中
さ

ん
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
。「
先
生
、
ど

こ
ど
こ
の
娘
さ
ん
が
礼
儀
見
習
い
し
た

い
っ
ち
ゅ
う
も
ん
だ
か
ら
、
女
中
と
し
て

雇
っ
て
く
れ
な
い
か
い
、
っ
て
」。
女
中

さ
ん
が
家
に
い
る
の
は
ふ
つ
う
だ
っ
た
。

タ
イ
ピ
ス
ト
に
な
り
た
い
か
ら
事
務
所
の

仕
事
を
手
伝
い
た
い
、
と
い
う
女
中
さ
ん

も
い
た
と
い
う
。
学
校
を
出
た
あ
と
仕
事

を
手
伝
い
な
が
ら
勉
強
を
す
る
書
生
さ
ん

も
来
て
い
た
。「
昔
は
講
義
録
っ
て
い
う
、

通
信
教
育
の
教
材
を
書
生
の
た
め
に
と
っ

ん
は
香
川
県
の
出
身
で
、
お
見
合
い
写
真

を
見
た
だ
け
。
し
か
し
初
め
て
待
ち
合
わ

せ
た
と
き
に
は
、
も
う
結
婚
の
準
備
を
し

て
い
た
と
い
う
。
仕
事
と
い
い
、
結
婚
と

い
い
、
総
司
さ
ん
の
決
断
に
は
優
柔
不
断

と
い
う
言
葉
が
な
い
。
驚
き
の
連
続
だ
っ

た
が
、
潔
い
決
断
は
か
っ
こ
い
い
と
、
私

は
思
っ
た
。

　

総
司
さ
ん
の
ま
わ
り
の
登
場
人
物
と
の

め
ぐ
り
合
わ
せ
は
、
ま
る
で
運
命
だ
っ
た

か
の
よ
う
に
ス
パ
ッ
と
は
ま
っ
て
い
く
。

総
司
さ
ん
を
中
心
に
す
べ
て
が
う
ま
く
い

く
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
、
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
と
お
し
て
考
え
て
み
る
と
、
そ
れ
は
努

力
の
賜
物
だ
と
わ
か
る
。
私
は
全
力
で
ま

わ
り
を
巻
き
込
ん
で
い
く
総
司
さ
ん
に
憧

れ
る
。

総
司
さ
ん
の
事
務
所

　
玄
関
を
入
っ
て
す
ぐ
に
総
司
さ
ん
の
事

務
所
の
応
接
室
が
あ
っ
て
、
奥
の
部
屋
に

事
務
員
さ
ん
が
い
る
の
が
常
だ
っ
た
。
応

接
室
か
ら
奥
ま
で
ず
ら
っ
と
判
例
体
系
な

ど
の
、
仕
事
に
使
う
法
律
の
本
が
た
く

て
て
ね
。
な
ん
だ
か
女
中
さ
ん
に
も
と
っ

て
あ
げ
て
た
よ
う
よ
」。
書
生
さ
ん
の
み

な
ら
ず
女
中
さ
ん
に
も
学
ぶ
機
会
を
用
意

し
て
い
た
と
い
う
総
司
さ
ん
。
立
場
も
時

代
も
関
係
な
い
。
話
を
聞
き
な
が
ら
、
懐

の
大
き
さ
に
感
銘
を
受
け
た
。

　
　
　
　
　
＊
＊
＊

　
前
号
に
続
き
、
お
ば
あ
さ
ん
は
私
が
知

ら
な
い
時
代
の
状
況
を
て
い
ね
い
に
教
え

て
く
れ
た
。
兵
役
、
お
見
合
い
、
今
は
な

い
職
業
。
当
時
の
よ
う
す
は
今
と
は
違
う

こ
と
ば
か
り
で
、
ま
る
で
物
語
を
読
ん
で

い
る
よ
う
だ
。
で
も
そ
ん
な
違
う
時
代
を

生
き
て
い
た
は
ず
の
総
司
さ
ん
の
姿
に
私

は
憧
れ
る
。
消
灯
さ
れ
て
も
意
地
で
も
勉

強
を
す
る
。
思
い
が
け
な
い
チ
ャ
ン
ス
を

逃
さ
な
い
潔
い
決
断
。
女
中
さ
ん
、
書
生

さ
ん
へ
の
思
い
や
り
。

　
今
私
が
生
き
て
い
る
時
代
は
、
総
司
さ

ん
の
生
き
た
時
代
と
違
う
。
し
か
し
総
司

さ
ん
の
話
を
い
つ
の
時
代
に
聞
い
て
も
、

私
は
憧
れ
る
だ
ろ
う
。

富士山麓鉄道時代の大月駅の写真
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佐
藤
成
美(

社
会
学
科
2
年)

＝
文
・
写
真



＠田原 4 丁目

＠十日市場

＠十日市場

都留の風景写真集

2018 March-April

陽
よ う し ゅ ん

春の候

都留のまちを歩いていると何気ない動きや

表情、身近な自然に目がいきます。春のう

ららかな陽に照らされてほっこりした風景

を写真に収めてみました。

今号の担当：江利そらむ ( 社会学科 3 年 )
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＠十日市場

＠十日市場
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難
し
く
考
え
ず
に
、
気
軽
に
古
典
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。
た
と
え
ば
、

お
散
歩
し
な
が
ら
歌
を
口
ず
さ
む
み
た
い
に
。
き
っ
と
当
時
の
人
の

気
持
ち
が
伝
わ
る
は
ず
。

今
回
は
、
よ
も
ぎ
団
子
を
作
っ
て
い
る
お
ば
あ
さ
ん
の
お
話
と
一
緒

に
、
私
の
お
気
に
入
り
の
和
歌
を
紹
介
し
ま
す
。
　

中
里
真
琴(

大
学
院
文
学
研
究
科
2
年)

＝
文
・
写
真

小
泉
篤
広(

社
会
学
科
3
年)

＝
写
真

い
場
所
に
生
え
た
綺
麗
な
よ
も
ぎ
を
選
ぶ
そ
う
だ
。

た
く
さ
ん
採
っ
て
も
、
汚
れ
を
除
い
た
り
茹
で
た
り

す
る
と
ほ
ん
の
少
し
に
な
っ
て
し
ま
う
。
冬
に
よ
も

ぎ
が
足
り
な
く
な
る
と
、
雪
の
降
ら
な
い
静
岡
県
ま

で
行
っ
て
新
芽
を
摘
ん
で
く
る
そ
う
だ
。

お
団
子
作
り
は
毎
朝
4
時
半
に
始
ま
る
。
よ
も

ぎ
を
茹
で
て
ペ
ー
ス
ト
状
に
し
、
蒸
か
し
た
て
の
米

粉
に
練
り
こ
む
。
こ
の
作
業
が
と
く
に
大
変
で
、
手

が
真
っ
赤
に
な
る
ほ
ど
熱
々
の
米
粉
を
、
一
生
懸
命

練
る
と
い
う
。
今
は
上
野
原
市
の
ゴ
ル
フ
場
に
も
出

店
し
て
い
る
た
め
、
1
日
に
70
個
く
ら
い
作
る
そ
う

だ
。「
と
に
か
く
大
変
な
作
業
で
す
よ
」
と
笑
う
安

留
さ
ん
だ
が
、そ
れ
で
も
続
け
て
い
る
理
由
が
あ
る
。

自
然
な
も
の
を
届
け
た
い

安
留
さ
ん
の
よ
も
ぎ
団
子
の
原
材
料
は
、
米
粉
・

小
豆
・
よ
も
ぎ
・
砂
糖
・
塩
の
た
っ
た
五
つ
。
消
費

期
限
は
１
日
だ
け
だ
。着
色
料
や
保
存
料
を
使
わ
ず
、

「
自
然
な
お
団
子
を
届
け
た
い
」
と
い
う
の
が
、
安

留
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
。

安
留
さ
ん
が
お
団
子
作
り
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
、
友
人
と
一
緒
に
昔
の
食
べ
も
の
を
再
現
し
よ
う

と
し
た
こ
と
だ
と
い
う
。
昔
の
人
た
ち
は
食
品
添
加

物
の
無
い
も
の
を
食
べ
て
い
た
た
め
健
康
だ
っ
た
。

暖
か
く
な
る
と
、
用
事
も
な
い
の
に
外
を
歩
き

た
く
な
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
花
や
昆
虫
を
観
察
し
な
が

ら
の
お
散
歩
は
、
新
年
度
の
慌
た
だ
し
さ
を
忘
れ
さ

せ
て
く
れ
る
。
道
ば
た
の
日
当
り
の
い
い
場
所
を
探

せ
ば
、
よ
も
ぎ
は
簡
単
に
見
つ
か
る
。
こ
の
時
期
は

30
セ
ン
チ
ほ
ど
の
背
丈
で
、
左
右
対
称
な
葉
の
裏
側

に
白
い
毛
が
生
え
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

よ
も
ぎ
は
、
お
餅
や
お
団
子
に
混
ぜ
て
食
べ
ら

れ
る
。
都
留
市
大
原
に
あ
る
「
道
の
駅
つ
る
」。
そ

こ
で
よ
も
ぎ
団
子
を
売
っ
て
い
る
か
た
が
い
る
と
聞

い
て
、
4
月
30
日
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

大
変
な
作
業

安や
す
ど
め留

和か
ず
こ子

さ
ん(

71)

は
、
上
野
原
市
か
ら
毎
日

よ
も
ぎ
団
子
や
酒
饅
頭
を
届
け
に
き
て
い
る
。
4
年

前
か
ら
よ
も
ぎ
団
子
を
作
り
始
め
、
知
り
合
い
の
魚

屋
さ
ん
で
販
売
し
て
も
ら
っ
て
い
た
。2
年
前
に「
道

の
駅
つ
る
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
た
め
、
こ
ち
ら
で
も

取
り
扱
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
と
い
う
。
お
昼
過

ぎ
に
は
売
り
切
れ
て
し
ま
う
人
気
の
商
品
だ
。

毎
年
3
月
か
ら
4
月
に
か
け
て
1
年
分
の
よ
も

ぎ
を
採
り
、
冷
凍
保
存
を
し
て
お
く
。
人
が
入
ら
な
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上：「道の駅つる」のお団子売り場。似顔絵はお

　　孫さんが描いてくれたそう (2018 年 4 月 30

　　日 )

中：「添削してください」なんて恥ずかしそうに

　　自作の短歌を教えてくれた (2018 年 5 月 16

　　日 )

下：よもぎの葉。裏側に白い毛が生えている 

　　(2018 年 5 月 16 日 )

た
ら
ち
ね
の 

母
の
想
い
やま
ん
じ
ゅ
う
を

今
日
は
来
る
日
か 

嫁
い
だ
子
ら
に

さ
し
も
し
ら
じ
な 

燃
ゆ
る
お
も
ひ
を

さ
し
も
ぐ
さ

か
く
と
だ
に 

え
や
は
い
ぶ
き
の

街
な
か
で
よ
く
見
か
け
る
よ
も
ぎ
。
地
味
で
目

立
た
な
い
、
つ
い
見
落
と
し
が
ち
な
植
物
だ
。
し
か

し
、そ
ん
な
よ
も
ぎ
か
ら
人
の
温
か
さ
を
感
じ
た
り
、

昔
の
恋
に
思
い
を
馳
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
よ
も
ぎ
」
を
漢
字
で
書
く
と
、「
蓬
」。
草
か
ん
む

り
に
「
逢あ

う
」
と
書
く
。
人
と
人
と
の
出
逢
い
を
つ

く
る
、
そ
ん
な
植
物
の
よ
う
な
気
が
し
た
。

存
知
な
い
で
し
ょ
う
。こ
の
燃
え
る
よ
う
な
恋
心
を
。

　
お
灸
が
じ
り
じ
り
と
燃
え
る
よ
う
す
と
、
熱
い
恋

心
を
か
け
て
詠
ま
れ
た
こ
の
歌
は
、
藤

ふ
じ
わ
ら
の原

実さ
ね
か
た方

が

と
あ
る
女
性
に
初
め
て
贈
っ
た
も
の
。
和
歌
の
才
能

に
優
れ
、
光
源
氏
の
モ
デ
ル
と
も
言
わ
れ
る
彼
も
、

こ
ん
な
歌
を
残
す
。
千
年
前
の
知
識
人
か
ら
人
間
味

を
感
じ
ら
れ
る
の
も
、
古
典
の
楽
し
い
と
こ
ろ
だ
。

な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
料
理
を
食
べ
て
い
る
み
た
い

な
、
懐
か
し
く
て
優
し
い
味
が
し
た
。

さ
し
も
ぐ
さ

　

よ
も
ぎ
を
お
餅
に
練
り
込
ん
で
食
べ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
室
町
時
代
な
か
ご
ろ
か
ら
だ
。
そ
れ

以
前
は
、
よ
も
ぎ
は
お
も
に
乾
燥
さ
せ
て
お
灸
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
。古
典
の
世
界
で
の
よ
も
ぎ
は「
さ

し
も
ぐ
さ
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。『
小
倉
百

人
一
首
』
に
も
取
ら
れ
て
い
る
さ
し
も
ぐ
さ
の
和
歌

は
、
私
が
一
番
好
き
な
和
歌
だ
。

　

こ
ん
な
に
も
あ
な
た
の
こ
と
を
想
っ
て
い
る
と
、

口
に
出
し
て
言
う
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。
だ
か
ら
ご

お
団
子
が
包
ま
れ
て
い
る
ラ
ッ
プ
を
め
く
る
と
、

ふ
わ
り
と
よ
も
ぎ
の
い
い
香
り
が
す
る
。
気
取
ら
な

い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
か
ら
、
一
つ
ひ
と
つ
手
作
り
し
て
い

る
姿
を
想
像
し
て
温
か
い
気
持
ち
に
な
る
。
大
好
き

知
り
合
い
の
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
か
ら
、
昔
食
べ

て
い
た
も
の
の
情
報
を
た
く
さ
ん
集
め
た
そ
う
。「
若

い
人
た
ち
に
も
自
然
で
懐
か
し
い
も
の
の
よ
さ
を
伝

え
た
い
。
そ
う
し
て
喜
ん
で
く
れ
る
お
客
さ
ん
が
い

る
か
ら
、
ど
ん
な
に
大
変
な
作
業
で
も
頑
張
れ
る
」

と
安
留
さ
ん
は
優
し
い
笑
顔
で
話
し
く
れ
た
。
ご
自

身
の
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
に
も
お
団
子
を
作
る
と

い
う
安
留
さ
ん
。
作
り
な
が
ら
、
自
然
と
想
い
が
短

歌
に
な
っ
た
。左
が
安
留
さ
ん
が
作
ら
れ
た
短
歌
だ
。
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「
楽
山
～
大
桑
、
く
も
り(

雲
量
７)

、
９
時
15

分
。
楽
山
公
園
の
す
ぐ
上
で
ア
オ
バ
ト
。
近
い
が

ブ
ッ
シ
ュ(

注
・
藪や
ぶ

の
こ
と)

で
姿
を
捉
え
ら
れ
な

い
。
２
～
３
個
体
が
い
る
。
オ
カ
ト
ラ
ノ
オ
、
ホ
タ

ル
ブ
ク
ロ
が
咲
く
。
ハ
ナ
イ
カ
ダ
の
実
は
黒
く
熟

す
。
ツ
リ
バ
ナ
の
実
は
青
く
堅
い
ま
ま
…
…
」
─
─

２
０
１
２
年
７
月
24
日

　
手
元
に
残
る
野
帳
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
こ
ん

な
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。
２
０
０
９
年
の
野
帳
も

あ
る
は
ず
が
、
引
越
し
の
ど
さ
く
さ
で
家
の
ど
こ
か

に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

野
帳
と
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
と
も
言
わ
れ
、

野
外
で
の
調
査
を
記
録
す
る
ノ
ー
ト
の
こ
と
を
指

す
。
僕
の
場
合
、
見
た
も
の
・
聞
い
た
も
の
・
感
じ

た
こ
と
な
ど
を
メ
モ
す
る
こ
と
が
多
い
。
見
返
す
と

覚
え
て
い
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
過
去
を
振
り
返
る

の
に
大
事
な
記
録
に
な
っ
て
い
る
。

自
分
で
調
べ
る
楽
し
み
　

　

都
留
文
科
大
学
の
う
ら
山
に
通
う
よ
う
に
な
っ

て
、
今
年
で
10
年
目
。
学
生
時
代
は
、
道
ば
た
の
植

物
の
名
前
を
一
つ
ひ
と
つ
覚
え
て
い
く
だ
け
で
楽
し

か
っ
た
。
道
に
動
物
の
フ
ン
が
落
ち
て
い
れ
ば
拾
っ

て
中
身
を
調
べ
て
、
種
子
や
骨
が
出
て
く
る
と
、
さ

ら
に
そ
れ
を
同
定(

注
・
種
を
識
別
す
る
こ
と)

し

た
。
フ
ン
の
な
か
の
種
子
を
同
定
す
る
た
め
に
、
種

子
標
本
づ
く
り
に
励
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
と
に
か
く
、見
る
も
の
す
べ
て
に
興
味
が
湧
い
て
、

本
来
ズ
ボ
ラ
な
性
格
で
あ
り
な
が
ら
も
、
い
ろ
い
ろ

と
自
分
で
調
べ
て
み
る
楽
し
さ
を
こ
の
と
き
初
め
て

知
っ
た
気
が
す
る
。

写
真
か
ら
浮
か
び
上
が
る
変
化

　

う
ら
山
に
は
２
０
０
９
年
か
ら
、
赤
外
線
セ
ン

サ
ー
が
付
い
た
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い

る
。
動
物
が
カ
メ
ラ
の
前
を
通
る
と
、
赤
外
線
に
反

応
し
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
下
り
る
仕
組
み
だ
。

　
僕
は
お
も
に
自
分
の
足
で
歩
く
こ
と
と
セ
ン
サ
ー

カ
メ
ラ
の
二
つ
で
、
う
ら
山
に
ど
ん
な
動
物
た
ち
が

暮
ら
し
て
い
る
の
か
を
記
録
し
て
き
た
。
そ
の
10
年

の
記
録
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
変
化
が
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
ノ
ネ
コ
の
撮
影
さ
れ

る
頻
度
が
大
き
く
増
し
て
い
る
こ
と
だ
。
ニ
ホ
ン
ジ

カ
は
う
ら
山
を
歩
い
て
も
痕
跡
が
色
濃
く
、
足
跡
は

も
ち
ろ
ん
、
俵
形
の
フ
ン
や
樹
木
の
角
研
ぎ
痕
な
ど

を
目
に
し
な
い
日
は
な
い
。
ノ
ネ
コ
は
街
に
い
る
個

自分の住む街のまわりには、どのような動物たち
が暮らしているだろう。そんな疑問を解き明かす
ため、本学フィールド・ミュージアム部門では
2009 年から都留文科大学のうら山で自動撮影カ
メラを使った動物の調査をしてきた。今年でちょ
うど 10 年となる調査から見えてきた動物たちの
変化や継続的な定点調査の面白さを振り返る。

　　身近な動物たちの変化を記す

第 32回

西丸尭宏 ( 本学卒業生 ) ＝文

本学フィールド・ミュージアム＝写真

本学キャンパスうら山。写真左側が楽山、中央が大桑と呼ば
れている (2018 年 4 月 16 日 )



自   

然

43

体
が
う
ら
山
に
も
出
入
り
を
し
て
い
る
よ
う
だ
。
ア

カ
ネ
ズ
ミ
な
ど
野
ネ
ズ
ミ
の
な
か
ま
を
捕
食
し
た
よ

う
す
の
ほ
か
、
よ
り
山
奥
の
ほ
う
で
も
撮
影
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
こ
う
い
う
事
実
が
徐
々
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る

の
は
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
使
っ
た
調
査
の
面
白
さ

の
一
つ
だ
。

出
会
わ
ず
に
「
い
る
」
こ
と
を
知
る

　
そ
こ
に
「
い
る
」
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
動
物
に

気
づ
け
る
の
は
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
な
ら
で
は
の
面

白
さ
だ
ろ
う
。
カ
モ
シ
カ
や
ア
ラ
イ
グ
マ
が
撮
影
さ

れ
た
と
き
は
、「
ま
さ
か
い
る
な
ん
て
」
と
自
分
の

目
を
疑
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
ヤ
マ
ネ
も
人
づ

て
に
「
い
る
は
ず
」
と
聞
い
て
い
た
が
、
撮
影
さ
れ

て
初
め
て
存
在
を
実
感
し
た
。

　
し
か
し
撮
影
さ
れ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
一
時
的
に

見
ら
れ
た
だ
け
な
の
か
、
日
常
的
に
う
ら
山
に
暮
ら

し
て
い
る
の
か
は
写
真
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
。
10

年
近
い
調
査
で
も
、
こ
れ
ら
の
動
物
の
撮
影
回
数
は

わ
ず
か
だ
。
よ
り
実
態
に
近
づ
く
に
は
、
ふ
だ
ん
か

ら
森
を
歩
き
、
ほ
か
の
調
査
を
工
夫
す
る
な
ど
し
て

確
か
め
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。

　
た
と
え
ば
、
ア
ラ
イ
グ
マ
は
う
ら
山
で
の
痕
跡
の

記
録
は
な
く
、
撮
影
さ
れ
た
の
も
一
度
き
り
。
そ
う

な
る
と
、
た
ま
た
ま
ア
ラ
イ
グ
マ
の
移
動
中
に
撮
影

さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
い
っ
ぽ
う
で
ヤ
マ
ネ
は
巣

箱
調
査
を
し
た
結
果
、
う
ら
山
に
広
く
暮
ら
し
て
い

る
ら
し
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊
＊
＊

　
そ
こ
に
「
今
」
ど
ん
な
動
物
が
暮
ら
し
て
い
る
の

か
。
そ
れ
は
地
道
に
現
場
で
調
査
を
す
れ
ば
、
か
ぎ

り
な
く
事
実
に
迫
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
そ
こ

で
ど
ん
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
は
、
過
去
の

記
録
な
く
し
て
は
分
か
ら
な
い
。
今
を
記
録
す
る
こ

と
は
、
将
来
、
変
化
を
知
る
大
き
な
手
が
か
り
を
残

す
た
め
で
も
あ
る
。

　
野
帳
の
２
０
１
８
年
４
月
21
日
の
ペ
ー
ジ
に
こ
う

記
し
た
。

　
「
夏
鳥
の
飛
来
が
早
い
。キ
ビ
タ
キ
、ク
ロ
ツ
グ
ミ
、

ヤ
ブ
サ
メ
、
セ
ン
ダ
イ
ム
シ
ク
イ
…
…
」

　
書
い
て
は
み
た
も
の
の
来
年
は
も
っ
と
早
い
か
も

し
れ
な
い
。
こ
の
記
録
を
５
年
後
、
10
年
後
に
見
返

し
た
と
き
、
う
ら
山
は
は
た
し
て
ど
う
な
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
。

▲うら山ではじめて記録されたアライ
グマ。全国ではしだいに分布を広げて
いるようだ (2014 年 4 月 1 日 )

▲一般に高山の動物とされるカモシカ
が、うら山の低山でも記録されるよう
になった (2011 年 5 月 10 日 )

▲タヌキはキャンパス周辺で見かけ
る。その一方でノウサギは個体数が
減っている (2015 年 2 月 18 日 )

▲センサーカメラにはクマの姿も写る
ようになった。森が大きく変化してい
るのかもしれない (2015 年 6 月 24 日 )

▲ニホンジカのオス。うら山では、近
年、鳴き声も聞こえるようになった

（2014 年 11 月 15 日 )

▲ノネコ。うら山の奥地でもノネコが
記録されるようになった。個体数も多
い (2014 年 10 月 12 日 )
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センサーカメラが

日に日に気温が上がってあたたかくなり、春がやってきました。動物たちも

のびのびと過ごしているように見えます。今回は 4 月 13 日から 5 月 14 日

までのあいだ、ムササビの森と本学のキャンパス周辺の 3 か所で、動物た

ちの生活をのぞいてみました。

本学フィールド・ミュージアム＝文・写真

1自然科学棟裏の水路

(5 月 2 日 15：51)
体の色は茶色で、目のまわりが白いのが特徴です。都
留市内ではここ 10 年ほどのあいだに個体数が増えま
した

テン   
胴が長くて足が短い、イタチの仲間です。木のぼりが
得意です。肉食の動物なので、樹上で暮らすムササビ
の子どもを襲うことがあります

N

都留文科大学

1

ムササビの森

美術研究棟

自然科学棟

3

2

←至楽山公園

↑至うぐいすホール

センサーカメラマップ

本学フィールド・ミュージアムでは、

センサーカメラ ( 赤外線を感知すると

自動でシャッターが切れるカメラ ) を

しかけて、動物の姿を観察しています

撮影に使ったカメラ

写した動物たち

(5 月 1 日 6：12) ガビチョウ



45 【参考書籍】小宮輝之『増刷改訂 フィールドベスト図鑑 Vol.11 日本の哺乳類』山と渓谷社 2010 年

ムササビの森3

美術棟裏の水路2

再びアナグマを撮影することができました。この水路
が通り道になっているのでしょうか。夜行性のアナグ
マは、ミミズを主食にしています

(4 月 18 日 18：54)

(4 月 15 日 20：00)
カメラを見ているアナグマのようすを観察できました。
暗闇のなかで目が光っています。白丸で囲った左足の
付け根の毛が抜けていて、けがを負っているようです

(4 月 18 日 15：38)
本学のうら山でも見られるヤマガラを水路の近くでも
観察することができました。エゴノキの実が好物です。
木の実を蓄えあとで食べる習性があります

(4 月 19 日 7：48)
胸からお腹にかけての部分が黄色いのが特徴です。目
元の部分が黒いので、オスです。体と水路の色合いが
似ていて、最初に見たときはどこにいるのかわかりま
せんでした

ヤマガラ

アオジアナグマ

アナグマ

早朝にムササビの森を歩くネコが見られました。白い
靴下を履いているような模様が特徴的です。このほか
にも毛の色の違う 2 匹のネコがいました

(4 月 16 日 6：28)ネコ (5 月 3 日 21：53)
足が太く、ずんぐりとした体型をしています。今回の
観察ではアナグマが 8 回もカメラに映っていたので、
見間違えそうになりました。タヌキのほうが尻尾が太
いので、見分けられます

タヌキ
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カルチャーショック

ろくに電車に乗ったことのなかった私が、初めて一人で

乗ったのが富士急行線でした。都留文科大学前駅から

谷村町駅までのたった一駅。それでも、券売機の使い方も知ら

ない当時の私にとっては、ちょっとした冒険です。「た
・ ・ ・ ・

にむら

ま
・ ・

ちまで……」と言うと「や
・

む
・ ・

らま
・ ・

ちって読むんですよ」と駅

員さん。恥ずかしい思いをしましたが、地名を知ることで、少

しだけ都留に近づけたような気持ちにもなりました。5 年前の

春の出来事です。 ( 塚原瑞穂 )

ここではみんな「台
だ い わ

輪」を知らないのか。自己紹介で「私

の地元、新潟県新
し ば た

発田市は『台輪』を激しくもみ合う『ケ

ンカ台輪』が有名です」と言ったときのこと。まわりの人は疑

問符を浮かべた表情をしている。私は何も悪いことはしていな

いのに「しまった」という気持ちになった。このショックから

立ち直りあらためて説明しよう。「台輪」とは神
み こ し

輿に車輪がつ

いたもので、『ケンカ台輪』には６町内それぞれの台輪が参加

する。そのときはショックだったが、私の地元はほかの地域に

はないものがあるとわかった。今では誇りに思う。　(窪田りさ)

うちの背中かじって。これは私が大学に入学したてのこ

ろ、山梨県出身の友人に言われたセリフだ。郷に入って

は郷に従え。噛んでほしいのだと思った私は一瞬覚悟を決めた

が、聞き返してみるとそれは山梨県の方言だった。「『かじる』っ

て『掻
か

く』っていう意味なんだよ」。焦る私を見てケラケラ笑

う友人。本当に背中を噛んでおけばよかった。　　( 山内利奈 )

culture shock を受けたこと

め

から



次回予告

２０１８年 8月発行予定

こみち(仮)
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名称について : 大学だけの取り組みではなく、広く市民と共有し、地域に開かれた交流を育みたいと

いう思いから、「都留フィールド・ミュージアム」という表記を用いています。本学の地域交流研究センター

が、この活動を担っています。

「都留フィールド・ミュージアム」とは？ : 私たちのフィールドは、特定の地域に固定はしませんが、

とくに都留市を拠点として富士山とその山麓、桂川 ( 相模川 ) 流域に注目して活動しています。

　４月下旬になると、本学のキャンパス周辺の森でマムシグサを見かけるようになりま
す。ヘビが頭を持ち上げたような形をしていることから一度目にしたら忘れることはあ
りません。本学の学生にも人気の高い植物のひとつです。
　マムシグサは北海道から九州に分布し、山地の湿った場所に生えます。じつはこの植
物には雄と雌の株があります。じっと観察してみると、つぼみを包んでいる苞

ほう

と呼ばれ
る部分に小さな穴が開いている株があることに気づきます。これが雄の株です。
　雄の株に来た昆虫が花粉をつけて外に出られるように「脱出口」の役割をしていると
いわれています。この「脱出口」を見るたびにマムシグサの知恵に感動してしまいます。
　秋になるとまったく形をかえたマムシグサに出会えます。1 年を通して変化を観察す
る。それもフィールド ･ ミュージアムの楽しみのひとつです。

マムシグサの知恵

マムシグサの雄株

雄株の苞には小さな穴が開いている
( 写真の◯の部分 )

マムシグサの雌株。秋になると種が赤く色付き
森のなかでも目立つ
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